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名
古
屋
城
本
丸
石
垣
考
・
内
堀
は
な
ぜ
空
堀
な
の
か

木
村
有
作
（
１
章
）

服
部
英
雄
（
は
じ
め
に
・
２
章
）

キ
ー
ワ
ー
ド

要
旨

「
総
合
・
統
合
」
遺
跡
学　

石
垣　
『
金
城
温
古
録
』　

水
堀　

序
数
数
字
の
刻
字　

丁
場
割　

刻
印　

合
印　

根
石　

根
敷
之
隅
石　

孕
み　

足
石　

胴
木
（
根
固
ノ
丸

太
、
敷
松
）　

埋
土
は
最
良
の
保
全
法　

敷
葉
工
法　

敷
粗
朶　

敷
歯
朶　

　

名
古
屋
城
研
究
に
不
足
し
て
い
た
も
の
は
学
際
的
協
業
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
文

献
史
学
と
考
古
学
か
ら
な
る
「
総
合
・
統
合
」
遺
跡
学
が
必
要
で
あ
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』
は
、
名
古
屋
城
天
守
台
土
台
石
は
四
尺(
１
・
２
ｍ)

埋
め
て
あ

る
と
す
る
。
埋
土
保
全
と
考
え
ら
れ
る
。
本
丸
石
垣
に
は
「
二
」、「
三
」
の
文
字
、

つ
ま
り
基
礎
か
ら
三
番
石
ま
で
の
序
数
字
が
刻
字
さ
れ
、『
金
城
温
古
録
』
も
埋
土

の
記
録
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
今
次
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
天
守
台
一
番
石
（
根

石
）
底
は
南
西
が
標
高
（
Ｔ
．
Ｐ
．
＝
東
京
湾
平
均
海
面
）
４
・
７
ｍ
と
確
定
、
北

東
も
番
号
刻
字
か
ら
４
・
７
ｍ
〜
４
・
８
ｍ
と
推
定
で
き
、
発
掘
状
況
か
ら
北
西
も
同

じ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。戦
前
の
堀
底
表
土
は
５
・
８
ｍ
〜
５
・
９
ｍ
で
あ
る
か
ら
、

埋
土
は
１
～
１
・
１
ｍ
強
で
、『
金
城
温
古
録
』
の
記
述
「
四
尺
」
に
近
い
。

　

五
層
天
守
と
い
う
超
重
量
構
造
物
で
、
微
細
な
不
均
等
沈
下
も
嫌
う
建
物
を
載
せ

る
。
い
か
な
る
地
震
に
も
耐
え
る
必
要
が
あ
る
。
基
礎
を
堅
牢
に
す
る
た
め
、
通
常

に
は
な
い
よ
う
な
細
心
の
施
工
が
な
さ
れ
た
。
天
守
（
大
小
）
周
り
全
域
で
検
出
さ

れ
る
埋
土
・
盛
土
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
発
掘
調
査
で
天
守
台
周
り
に
９
調
査
区
が

連
続
し
て
設
定
さ
れ
、
ほ
ぼ
18
面
の
断
面
図
が
得
ら
れ
た
。
歴
史
的
経
緯
を
共
有
す

る
か
ら
、
土
層
の
基
本
層
序
は
一
致
す
る
。
天
守
台
内
堀
堀
底
が
地
山
で
、
上
に
慶

長
盛
土
層
が
あ
る
。
宝
暦
修
理
時
に
そ
の
石
垣
ぎ
わ
を
切
り
込
ん
だ
。
小
天
守
西
方

（
具
足
多
聞
西
）
堀
底
に
慶
長
盛
土
上
端
の
版
築
が
残
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
に
石
垣

基
礎
ま
で
修
理
し
た
天
守
台
北
と
西
で
は
慶
長
盛
土
上
面
版
築
は
掘
削
に
よ
り
消
失

し
た
が
、
概
し
て
慶
長
盛
土
は
固
い
。

　

天
守
台
北
西
隅
で
は
宝
暦
に
「
根
固
メ
丸
太
」（
胴
木
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
か
ら
同
五
年
（
一
七
五
五
）
に
か
け
て
の
宝
暦
修
理
の
記

録
は
「
石
垣
起
指
図
」、『
仕
様
之
大
法
』、『
国
秘
録
』
が
あ
っ
て
、
胴
木
の
構
造
、

解
体
範
囲
、交
換
石
の
数
が
わ
か
る
。
宝
暦
修
理
で
は
「
根
固
メ
丸
太
」（
胴
木
）
は
、

目
視
・
点
検
（
吟
味
）
の
上
で
、
保
存
さ
れ
た
。

　

目
視
調
査
・
発
掘
成
果
と
文
献
を
つ
き
合
わ
せ
て
総
合
的
に
判
断
す
る
。
文
献
に

つ
い
て
は
記
述
内
容
の
確
認
が
必
要
で
、『
国
秘
録
』
に
記
さ
れ
た
隅
石
の
足た

し
い
し石

（
新

石
）
の
大
き
さ
と
数
は
、
注
文
規
格
で
あ
り
、
実
際
に
積
ま
れ
た
石
垣
の
大
き
さ
は

そ
れ
に
一
致
せ
ず
、
長
さ
一
丈
な
い
し
九
尺
を
必
要
と
し
て
い
て
も
、
最
長
で
八
尺

だ
っ
た
。
北
西
隅
石
は
文
献
で
は
根
石
ま
で
取
り
外
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
取
り
替

え
た
隅
石
足
石
＝
新
石
は
す
べ
て
岩
崎
山
石（
花
崗
岩
）で
あ
る
。
根
石
は
砂
岩（
河

戸
石
）
で
あ
っ
た
。
も
と
の
慶
長
石
の
ま
ま
据
え
置
い
た
の
で
は
な
く
、
別
位
置
に

あ
っ
た
慶
長
石
を
加
工
し
て
置
い
た
、
つ
ま
り
転
石
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
文
献
の
記

述
に
整
合
す
る
。
こ
の
石
は
形
状
も
当
初
の
算
木
積
み
ら
し
く
は
な
く
、
整
形
さ
れ

て
い
る
。
宝
暦
改
修
時
に
慶
長
石
を
残
し
た
範
囲
は
、
立
体
模
型
で
あ
る
「
石
垣
起
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指
図
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
数
字
や
範
囲
も
『
仕
様
之
大
法
』、『
国
秘
録
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
提
示
さ
れ
て
い
る
目
視
で
推
定
し
た
境
目
（
目
地
）
線
と
、

史
料
記
述
は
一
致
が
多
い
が
、
ち
が
い
も
あ
る
。
宝
暦
改
修
地
区
で
は
全
体
の
七
割

ほ
ど
の
慶
長
石
（
刻
印
の
あ
る
石
・
刻
印
の
な
い
石
）
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
目

地
判
断
の
根
拠
は
１
が
石
の
大
き
さ
・
質
の
違
い
、
２
は
積
み
方
、
割
り
方
の
技
術

差
、
３
が
目
地
の
連
続
だ
が
、
い
っ
た
ん
外
し
置
い
た
慶
長
石
を
境
目
近
く
に
て
再

利
用
し
た
場
合
、１
、２
か
ら
の
絶
対
判
断
は
む
ず
か
し
い
し
、３
も
主
観
的
に
な
る
。

　

内
堀
と
本
丸
石
垣
築
造
過
程
、
お
よ
び
宝
暦
修
理
過
程
と
、
そ
の
内
堀
土
層
へ
の

現
れ
方
を
、

１
堀
底
ま
で
の
掘
削
（
底
面
は
地
山
＝
熱
田
層
、
４
・
７
ｍ
）

２
排
土
の
搬
出
と
台
形
成
（
天
守
・
櫓
台
・
本
丸
地
盤
）

３
胴
木
・
枕
木
埋
設
の
た
め
の
地
形
（
地
業
）
→
堀
底
よ
り
地
形
面
（
床
堀
）
へ

の
切
り
込
み
（
根
切
＝Root cutting

）、４
・
３
ｍ
（
石
垣
積
み
上
げ
の
開
始
）

４
石
垣
完
成
後
、
保
護
の
た
め
の
埋
土
、
５
・
９
ｍ
（
慶
長
期
盛
土
）

５
宝
暦
修
理
工
事
→
石
垣
の
基
部
を
覆
う
慶
長
期
盛
土
へ
の
切
り
込
み

（Recutting

）

６
宝
暦
工
事
後
の
埋
土
（
廃
棄
物
処
理
も
兼
ね
る
）
→
（
瓦
を
含
む
盛
土
）
と

考
え
た
。
土
層
・
層
序
は
こ
の
状
況
を
忠
実
に
反
映
す
る
。

　

埋
土
（
盛
土
）
保
存
は
、
規
模
の
大
小
は
あ
る
が
、
各
地
の
城
に
見
ら
れ
、
平
坦

地
が
少
な
い
急
峻
な
山
城
で
も
厚
く
は
な
い
が
施
行
さ
れ
る
例
が
多
い
。
名
古
屋
城

本
丸
石
垣
は
台
地
上
の
平
坦
地
に
築
城
さ
れ
て
、
深
い
空
堀
に
隣
接
す
る
。
水
位
の

維
持
を
優
先
し
、
深
さ
を
志
向
す
る
水
堀
で
は
施
行
し
づ
ら
い
。
理
想
的
な
こ
の
保

全
法
に
よ
り
、
根
石
は
胴
木
を
損
傷
し
な
い
限
り
、
動
か
な
い
。
天
守
の
安
全
性
を

最
優
先
さ
せ
、
巨
大
な
重
量
が
載
る
天
守
台
を
保
全
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
有
効
と

い
え
る
空
堀
を
採
用
し
た
、
と
仮
説
を
た
て
た
。

　

石
垣
構
築
技
術
に
は
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
が
あ
る
。
先
人
は
低
湿
地
で
の
地
盤

沈
下
や
石
垣
崩
壊
の
主
要
因
で
あ
る
地
震
時
の
グ
リ
石
の
乱
れ
（
暴
れ
）
の
抑
制
を

最
大
の
課
題
と
し
た
。
ハ
ー
ド
面
に
は
裏
石
垣
や
埠
頭
形
並
行
グ
リ
石
列
、
ソ
フ
ト

面
に
は
敷
き
歯
朶
工
法
（
敷
葉
工
法
）
が
あ
る
。
先
人
の
問
題
意
識
や
技
法
・
知
恵

は
視
認
不
可
能
な
た
め
、
忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。〈
服
部
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
次

は
じ
め
に

一
章　

本
丸
内
堀
の
「
序
数
刻
印
」
に
つ
い
て

一　

は
じ
め
に
―
石
垣
観
察
か
ら
の
疑
問
―

二　
「
序
数
刻
印
」
の
実
態

（
一
）
序
数
刻
印
の
位
置

（
二
）
序
数
刻
印
の
特
徴

（
三
）
序
数
刻
印
の
意
義

三　

小
結
―
考
古
学
の
可
能
性
を
求
め
て

二
章　

名
古
屋
城
の
石
垣
保
全

一　

天
守
台
と
根
固
め
丸
太
（
胴
木
）

（
一
）『
金
城
温
古
録
』
と
発
掘
成
果
か
ら
推
定
で
き
る
根
石
の
標
高

（
二
）
昭
和
三
十
一
年
三
月
の
断
面
図

（
三
）「
石
垣
起
指
図
」
お
よ
び
『
仕
様
之
大
法
』『
国
秘
録
』
に
み
る
解
体
過
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程
で
確
認
さ
れ
た
石
垣
の
構
成

二　

相
互
の
史
料
批
判
・
複
数
視
点

（
一
）
宝
暦
修
理
の
足
石
（
新
石
材
）
と
供
給
地
―
『
国
秘
録
』
と
現
状

（
二
）
北
西
隅
根
石
は
慶
長
の
ま
ま
の
石
な
の
か

（
三
）
目
視
調
査
に
よ
る
目
地
線
を
文
献
に
よ
り
検
証
す
る

三　

土
層
（
層
序
）
の
再
確
認

四　

本
丸
堀
は
な
ぜ
空
堀
に
な
っ
た
の
か

五　

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト　

石
垣
技
術
・
敷
葉
工
法

図
版
目
録

口
絵
８
・
９　

２
点
（
北
西
隅
石
下
部
）

○
序
数
刻
字
石

表
１　

序
数
刻
印
一
覧
表

図
１　

序
数
刻
印

序
数
刻
字
石
写
真
１
〜
18

○
各
調
査
区

１　

図
版　

Ｊ
調
査
区

２　

図
版　

Ｉ
調
査
区

３　

図
版　

Ｃ
調
査
区

４　

図
版　

Ｆ
調
査
区

○
掘
削
調
査
断
面
図

５　

試
錐
お
よ
び
石
垣
根
掘
図

○
土
層
断
面

６　

図
版　

Ｈ
調
査
区

○
胴
木

７　

図
版　

二
之
丸
東
門
石
垣
で
検
出
さ
れ
た
胴
木

○
目
地
線

８
―
１　

図
版　

北
面
石
垣
Ｕ
61
目
地
線

８
―
２　

図
版　

西
面
石
垣
Ｕ
60
目
地
線

８
―
３　

図
版　

北
面
南
面
Ｕ
59
目
地
線

８
―
４　

図
版　

北
面
東
面
Ｕ
62
目
地
線

○
調
査
区
層
序

９　

Ｇ
区
北
壁

10　

Ｉ
区
北
壁
・
Ｉ
区
南
壁

11　

Ｄ
区

12　

Ｃ
区
北
壁

13　

Ｎ
区
北
壁

は
じ
め
に

　

名
古
屋
城
研
究
は
学
際
的
な
視
点
・
方
法
で
行
わ
れ
る
。
城
郭
学
で
は
文
献
史
学
・

考
古
学
・
庭
園
学
・
土
木
工
学
・
地
学
・
鉱
物
（
岩
石
）
学
、
林
学
ほ
か
が
要
求
さ

れ
る
。総
合
的
な
遺
跡
学
で
あ
る
。一
つ
の
分
野
の
み
で
は
視
角
、知
見
が
不
足
す
る
。

分
業
よ
り
も
協
業
が
必
要
で
、
名
古
屋
城
研
究
者
個
人
個
人
に
、
単
眼
視
で
は
な
く
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一
章
　
本
丸
内
堀
の
「
序
数
刻
印
」
に
つ
い
て

　

一　
は
じ
め
に
―
石
垣
観
察
か
ら
の
疑
問
―

　

紀
要
１
号
に
引
き
続
き
、
石
垣
カ
ル
テ
作
成
を
は
じ
め
と
す
る
観
察
か
ら
生
ま
れ

る
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

名
古
屋
城
石
垣
は
、い
わ
ゆ
る
「
天
下
普
請
」
に
よ
り
、慶
長
十
五
年(
一
六
一
〇)

の
う
ち
に
ほ
ぼ
完
成
を
見
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
国
・
西
国
の
外
様

20
大
名
に
よ
り
石
垣
構
築
を
分
担
す
る
「
割
普
請
」
で
あ
り
、
名
古
屋
城
の
石
垣
を

分
析
・
研
究
す
る
上
で
、
不
可
避
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
割
普
請
が
も
た
ら
す
石

垣
へ
の
痕
跡
と
し
て
、
最
も
目
を
引
く
の
が
、「
刻
印１

」
で
あ
る
こ
と
は
、
江
戸
城
・

大
坂
城
の
類
例
か
ら
見
て
も
首
肯
さ
れ
る
。
割
普
請
が
行
わ
れ
た
名
古
屋
城
の
石
垣

の
「
刻
印
」
は
、
多
種
多
様
に
わ
た
り
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
石
垣
で
観
察
さ
れ
る
。

　

名
古
屋
城
の
刻
印
は
、
文
字
・
数
字
・
紋
様
が
み
ら
れ
、
刻
ま
れ
た
位
置
や
状
況

か
ら
、
そ
の
目
的
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
が
、
高
田
祐
吉
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る２

。

文
様
の
多
く
は
、
家
紋
な
ど
の
伝
統
的
ま
た
は
世
間
に
流
布
し
た
紋
様
を
、
刻
み
や

す
い
よ
う
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
、
採
石
時
を
含
め
、
移
動
・
集
積
・
保
管
に
必
要
な

「
合

あ
い
じ
る
し印

」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
他
方
、
文
字
や
数
字
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ

ん
合
印
的
な
役
割
が
推
測
さ
れ
る
例
の
ほ
か
に
、
明
ら
か
に
石
垣
構
築
時
ま
た
は
構

築
後
に
刻
ま
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

　

膨
大
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
分
析
が
必
要
な
、
刻
印
の
詳
細
分
類
に
つ
い
て
は
、
本

稿
で
は
追
及
し
な
い
。
数
字
を
使
う
刻
印
の
う
ち
、
複
数
の
数
字
が
順
列
す
る
も
の

を
「
序
数
刻
印
」
と
呼
称
し
、
そ
の
位
置
的
特
徴
や
気
付
く
べ
き
傾
向
を
提
示
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
先
に
、
文
献
資
料
と
の
共
通
検
討
課
題
が
あ
り
、
さ
ら

に
名
古
屋
城
築
城
期
の
様
々
な
問
題
点
に
迫
る
端
緒
と
な
れ
ば
と
思
う
。

二　
「
序
数
刻
印
」
の
実
態

（
一
）
序
数
刻
印
の
位
置

　

現
在
、序
数
刻
印
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、本
丸
を
囲
む
空
堀
（
現
在
、「
内
堀
」

と
通
称
さ
れ
る
）
に
築
か
れ
た
石
垣
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
（
表
１
）。

　

本
丸
を
囲
む
石
垣
の
屈
曲
部
の
う
ち
、出
角
は
全
部
で
17
か
所
を
数
え
る
。
現
在
、

序
数
刻
印
が
確
認
で
き
る
の
は
、
そ
の
う
ち
７
か
所
で
あ
り
、
確
認
で
き
な
い
出
角

の
う
ち
、
３
か
所
は
後
世
の
改
修
に
よ
り
築
城
時
石
垣
が
失
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
出
角
以
外
の
築
石
部
に
お
い
て
も
、
２
か
所
で
序
数
刻
印
が
認
め
ら
れ
る

（
表
１
・
図
１
）。

（
二
）
序
数
刻
印
の
特
徴

　

現
在
、
本
丸
を
囲
む
石
垣
の
出
角
で
確
認
さ
れ
る
序
数
刻
印
に
は
、
い
く
つ
か
の

複
眼
視
、
そ
し
て
複
数
の
ス
キ
ル
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
・
視
点
が
要
求
さ
れ
る
。
ど
の

研
究
分
野
に
も
史
料
（
資
料
）
批
判
＝
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
は
不
可
欠
だ
。
文

献
史
学
で
も
考
古
学
で
も
、
方
法
論
に
応
じ
た
資
料
・
分
析
へ
の
た
え
ざ
る
批
判
視

点
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
本
丸
内
堀
・
天
守
台
石
垣
を
文
献
・
考
古
両
側
面
か
ら
分
析
す
る
。
一
章

に
お
い
て
は
、
現
在
表
面
に
出
て
い
る
本
丸
・
序
数
字
石
垣
の
所
在
と
意
味
に
つ
い

て
、
木
村
が
考
察
す
る
。

　

二
章
に
お
い
て
は
こ
の
間
、
継
続
さ
れ
て
い
る
調
査
成
果
に
関
し
て
、
服
部
が
基

本
文
献
（『
金
城
温
古
録
』
ほ
か
）
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
。
学
際
的
視
点
に
立
ち
、

作
業
を
通
じ
て
、
多
様
な
史
料
批
判
、
ま
た
新
視
点
の
創
出
を
試
み
る
。〈
服
部
〉
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名古屋城石垣　本丸周辺の「序数刻印」集成表

整理
番号

刻印
数字

場所 平面位置
算木
長短

刻印
方法

向き
丁場担当大名

（推定）
備考 立地

二 長

三 短

二 長 同面に「加藤肥後守内中川太良平」

三 短

3 三 小天守南壁(U62) 左端･出角 長 普通 正 加藤清正 本丸

4 三
本丸東南隅櫓南面

(021H)
左端･出角 短 角彫風 正 加藤嘉明 内堀

二 短 内堀

三 長 内堀

二 長 正 内堀

三 短 正 内堀

二 長 横・右 内堀

二目 長 内堀

三目 短
              「結び雁金紋」と組合わせ
             
　　　　　　長辺側に「蛇目紋」（角彫）

内堀

8 三～五 本丸西壁(U56) 築石部 ― 普通 正 寺澤広高 寺澤丁場北端か、細川丁場との境。 内堀

9 三～十三 本丸西壁(U56) 築石部 ― 普通 正 寺澤広高
　「十一」が欠　寺澤丁場南端か、鍋島
丁場との境。

内堀

10 二
三之丸幅下門北石垣

(U56)
左端･出角 長 普通 横・右 不明 三之丸

加藤清正

加藤清正

池田輝政

黒田長政

浅野幸長

内堀

内堀

　　　　　　文字または記号が付く

7
本丸北壁
(034H)

6
本丸東門桝形南東面

（024H）
左端･出角

角彫
風

左端・出角 普通

左端・出角大天守南壁(U59) 普通

正角彫左端・出角

2

5
本丸東南隅櫓東面

(022H)
左端・出角 普通

正

正

正

1 大天守北壁(U61)

図１　名古屋城　序数刻印の位置

表１　名古屋城　序数刻印一覧表
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特
徴
が
あ
る
。

①
一
面
の
石
垣
に
正
対
し
た
と
き
に
、
石
垣
に
正
対
し
て
左
側
の
出
角
に
印
さ

れ
て
い
る
。

②
堀
底
か
ら
立
ち
上
が
る
角
石
に
、「
二
」
の
数
字
が
印
さ
れ
、
そ
の
直
上
の
角

石
に
「
三
」
が
刻
ま
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

③「
一
」の
刻
印
は
、現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
地
中
部
分
の
石
材
に
、

刻
印
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

④
序
数
刻
印
は
、
例
え
ば
浅
野
丁
場
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
個
性
的
な
刻
紋
も
含

ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
丁
場
ご
と
に
刻
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

⑤
本
丸
西
側
に
あ
る
築
石
に
印
さ
れ
た
序
数
刻
印
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
城
内
で

他
の
類
例
を
見
な
い
。
２
か
所
で
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
同
目
的
で
記
さ
れ
大

名
丁
場
の
境
界
に
印
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
、『
名
古
屋
城
丁
場
請
取
絵
図
』
か

ら
み
て
、
肥
前
唐
津
藩
主
寺
澤
広
高
の
担
当
丁
場
の
両
境
で
な
い
か
と
推
察

す
る
（
表
１
・
図
１
・
註
２
）。

（
三
）
序
数
刻
印
の
意
義

　

ま
ず
、
出
角
部
の
刻
印
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
前
項
①
～
③
の
特
徴
か
ら
、

何
か
一
定
の
ル
ー
ル
が
石
垣
築
造
に
際
し
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
幕
府
役
人
に
よ
る
完
工
確
認
な
ど
の
符
号
で
あ
る
と
い
う
推
測
が
浮
か

ぶ
。
た
だ
し
、
④
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
各
大
名
の
丁
場
ご
と
の
行
為
と
も

受
け
取
れ
る
。

　

ま
た
、
②
・
③
の
特
徴
か
ら
、
刻
印
が
行
わ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
堀
が
完
全
に

埋
ま
る
前
、
つ
ま
り
石
垣
築
造
直
後
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

⑤
の
お
そ
ら
く
寺
澤
丁
場
の
境
界
を
示
す
序
数
刻
印
は
、
北
側
は
「
三
」・「
四
」・

「
五
」
ま
で
が
確
認
さ
れ
、「
六
」
以
降
は
、
お
そ
ら
く
濃
尾
震
災
後
の
修
理
に
よ
り

失
わ
れ
て
い
る
。
南
側
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
十
一
」
の
刻
印
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、「
三
」
か
ら
「
十
三
」
ま
で
の
数
字
が
、
お
そ
ら
く
段
ご
と
に
付
さ
れ

て
い
た
も
の
と
推
測
す
る
。「
十
」
の
段
の
上
に
は
水
平
方
向
の
目
地
が
観
察
さ
れ
、

例
え
ば
積
み
替
え
な
ど
に
よ
り
、「
十
一
」
以
降
の
石
材
は
移
動
し
て
い
る
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。

三　
小
結
―
考
古
学
的
研
究
の
可
能
性
を
求
め
て
―

　

今
回
、
序
数
刻
印
と
し
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
根
石
か
ら
の
順
序
を
示
す
個
数
刻

印
で
あ
り
、
大
坂
城
石
垣
研
究
で
い
う
構
築
番
号
で
あ
る
可
能
性
が
高
い３

。

　

名
古
屋
城
の
石
垣
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
石
垣
カ
ル
テ
」
を
作
成
し
、
ま
ず
そ
の

現
状
と
概
観
を
把
握
す
る
段
階
に
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
考
古
学
研
究
対
象

と
し
て
石
垣
を
詳
細
に
語
る
機
会
を
作
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。と
は
い
え
、

石
垣
の
観
察
を
日
々
の
調
査
や
安
全
管
理
の
中
で
、気
づ
く
こ
と
を
埋
も
れ
さ
せ
ず
、

最
初
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
文
献
資
料
を
は
じ
め
と
す
る
、
総
合
的
な
名
古
屋
城
ひ

い
て
は
近
世
城
郭
研
究
に
つ
な
げ
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。〈
木
村
有
〉
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序数刻字石写真 1 〜 18

写真１　大天守台北東角／北から

写真２　大天守台南西角／南から
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写真４　本丸南東「左袖」出角／南西から

写真３　小天守台南西角／南から 写真５　本丸南東角／東から
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←写真７　本丸北東角　「二目」・「三目」
「雁金紋」／北から

写真８　本丸北東角　「蛇の目紋」
( 写真 7 の東面 ) ／北から

写真６　本丸東二之門桝形張出南東角／東から
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写真９　本丸西壁　地点８　「三」・「四」・「五」

写真 10　本丸西壁　地点９　「三」・「四」・「五」・「六」・「七」
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写真 11　本丸西壁　地点 9「三」

写真 13　本丸西壁　地点 9「五」

写真 15　本丸西壁　地点 9　「七」・「八」・「九」・「十」

写真 12　本丸西壁　地点 9「四」

写真 14　本丸西壁　地点 9「六」・「七」
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写真 16　本丸西壁　地点 9「十二」 写真 17　本丸西壁　地点 9　「十三」

写真 18　本丸西壁　地点 9
「三」から「十三」の位置
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二
章
　
名
古
屋
城
の
石
垣
保
全

一　
天
守
台
と
根
固
め
丸
太
（
胴
木
）

　

名
古
屋
城
は
ど
の
よ
う
に
し
て
築
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

徳
川
家
康
に
よ
る
名
古
屋
城
の
築
城
に
あ
た
っ
て
は
、熱
田
台
地
の
不
陸
を
均
し
、

縁
辺
部
の
凹
凸
を
直
線
に
区
画
化
し
、
本
丸
で
は
最
初
に
井
戸
を
掘
っ
た
。
つ
ぎ
に

堀
（
本
丸
内
堀
ほ
か
）
を
掘
削
し
、そ
の
排
土
を
本
丸
地
面
（
熱
田
台
地
）
に
あ
げ
、

大
小
天
守
台
、
隅
櫓
台
、
多
聞
櫓
台
（
土
居
）
を
構
築
し
て
い
っ
た
。「
掻
き
上
げ

土
居
」（
排
土
の
盛
土
）
で
あ
る
。
排
土
を
高
い
本
丸
に
ま
で
あ
げ
る
た
め
に
は
通

路
（
運
搬
・
作
業
路
）
が
必
要
で
あ
る
。
堀
を
掘
削
す
る
工
事
過
程
で
は
、
地
山
を

全
て
掘
削
は
せ
ず
に
、
通
路
（
斜
路
）
と
し
て
数
カ
所
を
削
り
残
し
た
だ
ろ
う
。
ま

た
石
垣
を
積
む
場
合
に
は
、
足
場
と
し
て
土
に
よ
る
斜
路
（
工
事
用
盛
土
）
が
段
階

的
に
設
定
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
井
楼
（
大
型
足
場
）
を
建
て
、
車
知
（
ろ
く
ろ
）、

滑
車
を
使
用
し
て
上
に
あ
げ
た
か
、
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
両
方
の
方
法
が
想
定
さ
れ

る
（
前
者
は
『
築
城
図
屏
風
』、後
者
は
「
宮
内
庁
工
務
課
ア
ル
バ
ム
」、（
宝
暦
）「
御

天
守
修
復
見
渡
之
図
」）。
工
事
中
に
は
削
り
残
さ
れ
て
い
た
斜
路
分
の
土
は
、
堀
が

完
成
す
る
段
階
で
崩
さ
れ
る
が
、
そ
の
土
が
堀
底
内
部
の
盛
土
に
利
用
さ
れ
た
と
推

定
す
る
（
本
稿
は
、
崩
さ
れ
た
地
山
の
土
が
石
垣
保
護
用
の
盛
土
に
使
用
さ
れ
、
慶

長
盛
土
に
な
っ
た
と
考
え
る
）。

　

機
能
上
、堀
は「
い
っ
そ
う
深
く
」を
め
ざ
し
て
掘
ら
れ
、本
丸
お
よ
び
台
は「
い
っ

そ
う
高
く
」
を
め
ざ
し
て
盛
ら
れ
た
。
天
守
台
は
本
丸
レ
ベ
ル
か
ら
上
は
盛
土
で
、

下
部
（
内
堀
レ
ベ
ル
）
は
地
山
（
熱
田
層
）
で
あ
る
。『
仕
様
之
大
法
』
に
「
砂
交

り
築
土
ニ
ハ
候
得
共
」
と
記
述
が
あ
り
、「
砂
交
り
の
土
」
つ
ま
り
熱
田
層
砂
質
土

の
盛
り
上
げ
、と
証
言
さ
れ
る
。
内
堀
掘
削
時
の
排
土
で
あ
る
。
現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
天
守
建
築
直
前
の
斜
め
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
も
、ロ
ー
ム
砂（
ロ
ー
ム
交
じ
り
砂
）、

小
石
、
ガ
ラ
、
砂
利
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
後
述
一
一
〇
頁
）。
15
万
年
か
ら

４
万
年
前
よ
り
堆
積
し
形
成
さ
れ
て
き
た
土
と
、
直
前
に
撹
乱
さ
れ
た
土
と
で
は
、

強
度
に
差
が
あ
る
か
ら
、
基
礎
地
盤
と
し
て
は
狂
い
の
生
じ
な
い
地
山
が
選
択
さ
れ

る
。

　

天
守
台
下
部
の
地
山
（
熱
田
層
）
は
堀
の
掘
削
で
急
傾
斜
に
な
る
。
床
掘
＝
根
切

地
形
（
地
業
）
に
よ
っ
て
、
地
山
前
面
に
「
根
固
め
丸
太
」（
敷
松
・
胴
木
）
を
据

え
る
た
め
の
長
細
い
平
坦
地
が
造
成
さ
れ
（
床
掘
、
根
切
＝Root cutting

）、
そ

こ
に
胴
木
を
入
れ
、
継
手
や
杭
、
さ
ら
に
石
や
土
で
固
定
し
た
。

　

石
垣
は
天
守
台
と
し
て
巨
大
な
天
守
の
基
礎
に
な
っ
た
。
同
時
に
盛
土
で
構
成
さ

れ
る
天
守
台
上
部
の
内
部
か
ら
の
土
圧
・
水
圧
に
耐
え
う
る
擁
壁
で
も
あ
っ
た
。
石

垣
は
扇
の
勾
配
を
持
つ
。
個
々
の
築
石
は
外
（
表
）
が
上
に
、
奥
が
下
に
な
る
。
こ

の
角
度
が
あ
る
か
ら
土
圧
・
水
圧
が
石
垣
築
石
を
押
そ
う
と
し
て
も
、
角
度
を
持
つ

石
に
阻
止
さ
れ
る
。
物
理
的
抑
制
で
、
水
平
移
動
し
な
か
っ
た
。
こ
の
角
度
と
勾
配

が
強
さ
の
根
拠
で
、そ
れ
を
失
え
ば
、擁
壁
機
能
を
喪
失
す
る
（
い
わ
ゆ
る
「
逆
石
」、

Stones piled up at an angle that slides dow
n

）。

　

天
守
台
石
垣
は
天
守
の
基
礎
で
あ
る
。
胴
木
を
入
れ
ず
に
根
石
（
一
番
石
）
を
均

一
に
並
べ
る
こ
と
は
技
術
的
に
難
し
い
し
、
非
効
率
的
だ
っ
た
。
な
に
よ
り
地
盤
の

強
弱
に
よ
る
不
陸
沈
下
を
恐
れ
た
。
内
堀
は
地
山
を
根
石
底
ま
で
掘
削
し
た
。
根
石

底
は
Ｉ
調
査
区
か
ら
４
・
７
ｍ
と
判
明
し
て
お
り
、
堀
底
は
こ
の
高
さ
で
平
坦
地
化

し
、
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
地
山
（
石
垣
）
側
に
、
胴
木
と
枕
木
分
の
深
さ
を
掘
削
し
た
。

胴
木
と
枕
木
を
置
く
平
面
が
床
掘
地
形
（
じ
ぎ
ょ
う
、
そ
の
肩
が
根
切Root 

cutting
）
に
な
る
。
地
山
熱
田
層
が
最
強
の
地
盤
で
そ
こ
に
胴
木
・
石
垣
を
置
く
。

慶
長
盛
土
は
石
垣
完
成
後
に
、
保
全
の
た
め
に
行
わ
れ

４た
。

　

築
城
時
、
天
守
台
盛
土
を
行
う
よ
り
も
前
、
最
初
に
黄
金
水
ほ
か
複
数
井
戸
の
掘

５
６
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削
を
行
っ
た
。
地
下
水
位
も
把
握
し
、
水
堀
に
す
る
の
か
空
堀
に
す
る
の
か
を
比
較

検
討
し
、
堀
の
深
さ
を
決
定
し
て
い
っ
た
。

　

黄
金
水
に
つ
い
て
は
『
金
城
温
古
録
』
は
「
深
さ
曲
尺
十
二
間
」（
21
・
６
ｍ
）
と
し
、

『
名
古
屋
城
史
』
は
「
天
守
地
階
床
か
ら
20
・
37
ｍ
下
り
、
水
位
か
ら
１
・
38
ｍ
下

に
（
井
戸
底
が
）
あ
っ
た
」
と
し
て
い
て
、両
者
の
記
述
は
一
致
す
る
（
一
三
六
頁
）。

現
コ
ン
ク
リ
ー
ト
天
守
建
設
時
の
デ
ー
タ
か
ら
、ケ
ー
ソ
ン
工
事
時
の
井
戸
底
は
３
・

62
ｍ
（
以
下
、い
ず
れ
も
Ｔ
．
Ｐ
．）、水
位
３
・
77
ｍ
で
、『
金
城
温
古
録
』
か
ら
だ
と
、

井
戸
底
は
１
・
62
ｍ
、
水
位
４
・
62
ｍ
と
な
る
。
前
者
の
地
下
水
位
は
、
現
状
の
御

深
井
外
堀
水
位
３
・
８
ｍ
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
本
丸
搦
手
馬
出
石
垣
断
面
図
に
よ

る
）。

　

本
稿
は
考
古
学
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
築
か
れ
た
石
垣
を
文
献
史
料
に
よ
っ
て

考
察
し
、
名
古
屋
城
築
城
過
程
・
宝
暦
修
理
過
程
を
示
す
。

　

名
古
屋
城
石
垣
に
関
す
る
基
本
文
献
は
、
ま
ず
１
『
金
城
温
古
録
』（
奥
村
得
義
・

奥
村
定
、
著
）
と
、
丁
場
割
り
図
な
ど
が
あ
る
（
一
章
に
既
述
）。
さ
ら
に
宝
暦
修

理
に
関
す
る
、
２
「
石
垣
起
指
図
」、
３
『
仕
様
之
大
法
』（「
御
天
守
御
修
復
」）、

４
『
国
秘
録
』
御
天
守
御
修
復
留
（
奥
村
得
義
著
）
が
あ
る
。

１
『
金
城
温
古
録
』
は
名
古
屋
叢
書
（
一
九
六
五
〜
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

名
古
屋
城
研
究
者
に
と
っ
て
は
辞
書
的
な
存
在
で
あ
る
。

２
「
石
垣
起
指
図
」
は
正
確
に
は
『
金
城
温
古
録
』
付
属
「
御
天
守
御
石
垣
取

解
築
方
起
指
図
」
で
あ
る
。『
巨
大
城
郭　

名
古
屋
城
』（
二
〇
一
三
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

３
『
仕
様
之
大
法
』（「
御
天
守
御
修
復
取
掛
り
よ
り
惣
出
来
迄
仕
様
之
大
法
」

の
略
）
は
、
麓
和
善
・
加
藤
由
香
「
名
古
屋
城
大
天
守
宝
暦
大
修
理
に
お

け
る
石
垣
工
事
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
七
四
巻 

・

六
四
五
号
、
二
〇
〇
九
）
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

４
『
国
秘
録
』（
御
天
守
御
修
復
留
）
は
城
戸
久
「
名
古
屋
城
寳
暦
大
修
理
考
」

（『
建
築
學
会
論
文
集
』
22
、
昭
和
十
六
年
、
四
〜
五
頁
）、
あ
る
い
は
「
名
古

屋
城
既
往
の
修
理
に
就
て
」『
名
古
屋
高
等
工
業
学
校　

學
術
報
告
』
８
、
昭

和
十
七
年
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

名
古
屋
城
研
究
者
に
は
こ
れ
ら
史
料
は
周
知
の
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
史
料
の
翻
刻
と
考
察
を
進
め
て
き
た
。
３
に
つ
い
て
は
二
〇
一
九
年
六

月
の
石
垣
部
会
（
準
備
会
）
で
配
布
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、『
紀
要
』
創
刊
号

で
翻
刻
、
史
料
紹
介
し
た
。
４
も
同
上
石
垣
部
会
（
準
備
会
）
で
関
係
部
分
が
配
布

さ
れ
て
お
り
、『
紀
要
』
に
て
暫
時
、
公
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。『
紀
要
』
は
名

古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子
公
開
さ
れ
る
。

　

名
古
屋
城
天
守
周
辺
で
は
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
、
石
垣
部
会
（
現
在
は
石
垣
埋

蔵
文
化
財
部
会
）・
有
識
者
の
強
い
指
導
の
も
と
、
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
全
て
を
使
っ
た
二
十
六
本
も
の
ト
レ
ン
チ
（
試
掘
坑
）
が
掘
ら
れ
た
。
特
別
史

跡
指
定
地
と
し
て
厳
重
に
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
石
垣
が
埋
土
・
盛
土
に
よ
っ

て
保
全
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
今
後
こ
れ
ほ
ど
の
箇
所
・
面
積
が
掘
削

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。得
ら
れ
た
情
報
は
多
い
け
れ
ど
、調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

発
足
以
前
で
あ
っ
て
、
文
献
班
も
い
ま
だ
十
分
に
機
能
を
果
た
せ
て
い
な
か
っ
た
。

以
下
は
本
来
な
ら
発
掘
報
告
書
に
記
述
す
べ
き
内
容
だ
が
、
本
年
度
は
報
告
書
刊
行

年
度
で
は
な
い
し
、
緊
急
性
が
あ
る
か
ら
、
上
記
報
告
書
の
補
遺
と
し
て
、
文
献
か

ら
の
考
察
を
踏
ま
え
た
見
解
を
述
べ
る
。
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（
一
）『
金
城
温
古
録
』
と
発
掘
成
果
か
ら
推
定
で
き
る
根
石
の
標
高

　

一
章
の
序
数
詞
刻
字
に
関
し
て
『
金
城
温
古
録
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

石
垣

　

大
凡
廻
り
角
の
根
石
三
つ
程
は
地
中
へ
埋
め
る
定
格
の
よ
し
。
故
に
名
府
御

大
城
廻
り
角
石
に
、
下
よ
り
一
二
三
な
ど
の
印
見
ゆ
る
事
、
そ
の
か
み
の
通
法

に
や
。

　

其
根
石
の
下
に
先
づ
松
材
を
敷
入
る
、
是
を
敷
松
と
い
ふ
。
此
松
、
百
年
に

一
分
減
り
、
千
年
に
一
寸
や
せ
る
と
い
へ
り
。
其
敷
松
の
上
に
石
垣
組
上
る
、

其
組
石
の
内
表
に
小
石
を
詰
。
或
人
の
曰
、石
垣
の
法
は
格
別
大
石
は
申
に
不
及
、

大
抵
之
石
垣
は
直
高
六
七
尺
程
迄
組
上
る
時
は
、
如
何
様
に
組
と
て
も
子
細
な

し
。
夫
よ
り
上
は
、
石
垣
の
面
一
坪
程
之
間
に
、
必
ず
根
入
長
き
石
を
組
交
る

心
持
肝
要
也
。

　

根
石
は
三
つ
ほ
ど
を
地
中
に
埋
め
て
、
一
二
三
の
数
字
刻
字
が
あ
る
。
そ
の
下
に

は
敷
松（
胴
木
）が
あ
る
。石
垣
上
部
に
は
一
坪
ご
と
に
根
に
長
い
石
が
入
れ
て
あ
る
。 

　

石
垣
基
礎
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

土
台
石
垣

　

此
地
下
に
敷
松
を
入
て
、
其
上
に
石
を
載
て
組
登
る
。
地
中
に
石
垣
の
脚
埋

り
入
事
、
凡
そ
四
尺
程
、
其
下
に
松
有
り
、
是
慶
長
の
時
之
儘
に
て
伝
は
れ
り
。

宝
暦
御
修
復
の
時
、
こ
れ
を
検
る
に
、
右
敷
松
厳
然
と
し
て
不
朽
、
依
之
、
其
儘

埋
置
れ
し
由
、
彼
御
修
復
目
録
に
見
え
き
。
但
、
石
垣
は
右
御
修
復
の
時
、
過

半
組
直
し
に
成
し
か
ば
、
今
の
形
を
以
て
慶
長
の
古
体
を
論
じ
難
し
。
昔
、
四

隅
の
石
に
清
正
家
臣
の
名
を
彫
り
附
し
も
、
一
隅
は
宝
暦
の
度
散
失
し
て
、
今
、

三
隅
の
み
に
其
石
残
れ
り
、
惜
哉
。

　

ま
ず
敷
松
（
胴
木
・
松
材
）
を
入
れ
て
、
そ
の
上
に
石
を
載
せ
て
い
く
。
地
中
に

四
尺
、
石
垣
の
足
が
埋
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
下
に
松
が
あ
る
。
慶
長
の
ま
ま
で
、
宝

暦
に
点
検
し
た
が
松
は
厳
然
と
し
て
い
て
朽
ち
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
石
は
過

半
を
組
み
直
し
た
か
ら
、慶
長
の
古
体
は
現
状
か
ら
は
論
議
で
き
な
い
。四
隅
に
あ
っ

た
清
正
家
臣
の
名
前
も
一
つ
は
失
わ
れ
た
。
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』は
本
丸
や
天
守
台
の
石
垣
下
部
は
四
尺
、地
中
に
埋
ま
っ
て
お
り
、

序
数
詞
刻
字
は
目
安
を
後
世
に
伝
え
る
目
的
で
あ
る
、と
記
述
す
る
。一
番
石（
根
石
）

は
土
中
に
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
「
一
」
の
字
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
高
田
祐

吉
『
名
古
屋
城
天
守
臺
石
垣
の
刻
紋
』
で
は
「
二
」、「
三
」
の
数
字
は
石
積
み
の
順

序
を
示
す
と
し
て
い
る
が
、
墨
書
で
は
な
く
刻
字
に
よ
り
、
積
ん
だ
後
も
将
来
に
字

を
残
す
目
的
が
あ
っ
た
。「
廻
り
角
の
根
石
三
つ
程
は
地
中
へ
埋
め
る
定
格
の
よ
し
」

と
あ
っ
た
通
り
で
、
序
数
は
石
垣
の
保
全
に
関
わ
る
。
二
番
石
・
三
番
石
の
字
は
後

世
人
が
読
め
る
よ
う
に
、ま
た
根
石
の
位
置
が
わ
か
る
よ
う
に
、「
二
」
石
は
頭
が
出
、

「
三
」
石
は
石
尻
が
埋
ま
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
根
石
の
深
さ
が
わ
か
る
よ
う
に
、

文
字
を
出
し
て
埋
め
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
刻
字
し
た
意
味
が
な
い
。

　

一
番
石
の
大
き
さ
は
規
格
に
揃
え
て
切
り
出
し
、
加
工
さ
れ
れ
ば
、
二
番
石
に
同

じ
に
な
る
が
、
実
測
デ
ー
タ
（
二
之
丸
東
門
石
垣
）
で
は
一
番
石
の
方
が
や
や
大
き

く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
唯
一
根
石
の
標
高
が
確
認
さ
れ
て
い
る
内
堀
Ｉ
調
査
区
の
数
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値
に
基
づ
き
、「
三
」「
二
」
の
刻
字
か
ら
、
他
の
根
石
底
の
レ
ベ
ル
も
推
測
で
き
る
。

《
南
西
隅
》
Ｊ
・
Ｉ
調
査
区

　

ト
レ
ン
チ
は
天
守
台
の
四
隅
全
て
、
ま
た
そ
の
中
間
に
設
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
全

体
26
ト
レ
ン
チ
の
う
ち
天
守
台
の
根
石
に
ま
で
達
し
た
も
の
は
天
守
南
西
隅
の
Ｉ

調
査
区
ト
レ
ン
チ
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
根
石
底
の
レ
ベ
ル
は
４
・
７

ｍ
で
あ
る
。「
加
藤
肥
後
守
内
中
川
太
良
平
」
の
刻
字
石
に
は
「
二
」
の
字
が
あ
る

し
、
そ
の
上
に
は
「
三
」
の
字
が
あ
る
（
報
告
書
図
面
に
表
記
な
し
、
本
稿
写
真
２
、

九
九
頁
）。
こ
の
二
番
石
の
隅
角
底
部
（
そ
の
う
ち
最
高
部
）
は
Ｊ
・
Ｉ
調
査
区
域

外
に
な
る
が
、
調
査
区
内
の
底
部
の
線
を
延
長
す
れ
ば
５
・
９
ｍ
と
推
定
で
き
る
。

　

後
述
二
之
丸
東
門
胴
木
二
本
が
枕
木
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、一
番
石（
根

石
）
の
底
面
は
お
お
よ
そ
水
平
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
横
か
ら
の
断
面
は
二
番
石
以

上
が
長
方
形
（
四
隅
が
直
角
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
面
が
長
く
、
奥
が
短
い
不
等

辺
四
角
形
の
断
面
に
な
る
。

　

南
西
隅
の
根
石
底
は
４
・
７
ｍ
と
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
数
字
に
よ
り
他
の

北
東
、
北
西
隅
に
て
も
二
番
石
底
の
、
垂
直
の
高
さ
で
１
・
２
ｍ
下
、
斜
め
の
長
さ

で
１
・
３
ｍ
下
に
底
が
あ
る
と
想
定
で
き
る
。
１
・
２
ｍ
と
い
う
の
は『
金
城
温
古
録
』

に
い
う
埋
土
「
四
尺
」
に
一
致
す
る
。
ま
た
５
・
９
ｍ
は
戦
前
の
表
土
に
ほ
ぼ
一
致

す
る
。『
金
城
温
古
録
』
記
述
の
正
確
さ
が
確
認
で
き
た
。

《
北
東
隅
》
Ｂ
、
Ｃ
調
査
区
（
Ｂ
は
訂
正
プ
リ
ン
ト
・
挿
入
分
に
よ
る
）

　

天
守
台
北
東
、そ
の
下
部
の
二
石
に
は
、「
二
」と「
三
」の
字
が
掘
ら
れ
て
い
る（
こ

の
刻
字
も
報
告
書
図
に
表
記
が
な
く
、
報
告
書
写
真
11
、
12
、
本
稿
写
真
１
に
「
三
」

字
が
み
え
る
）。
二
番
石
隅
角
の
下（
底
面
）は
高
い
と
こ
ろ
で
５
・
９
ｍ
で
あ
る
。
１
・

２
ｍ
下
に
根
石
底
が
あ
る
と
す
る
と
、
４
・
７
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
。

図版１　Ｊ調査区

図版２　Ｉ調査区

７
８
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《
北
西
隅
》
Ｆ
調
査
区

　

北
西
隅
は
宝
暦
修
理
で
積
み
替
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
根
石
の
上
、
二
番
相
当

の
石
（
た
だ
し
現
在
の
石
に
「
二
」
の
文
字
は
な
い
）
の
隅
角
底
部
の
高
い
側
の
標

高
（
レ
ベ
ル
）
は
５
・
９
ｍ
で
根
石
底
部
の
推
定
レ
ベ
ル
は
４
・
７
ｍ
ほ
ど
と
な
る
。

　

以
上
か
ら
、
堀
に
面
し
た
天
守
台
根
石
底
３
地
点
は
、
４
・
７
ｍ
で
同
じ
レ
ベ
ル

で
あ
る
こ
と
を
確
認
お
よ
び
推
定
し
た
。

《
天
守
台
以
外
の
根
石
》

　

天
守
台
以
外
で
は
根
石
の
標
高
は
ま
ち
ま
ち
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

橋
台
・
Ｋ
調
査
区
で
は
根
石
下
端
は
５
・
60
ｍ
と
さ
れ
て
い
る
。
天
守
台
の
４
・

７
ｍ
よ
り
相
当
に
高
い
。
な
お
こ
の
５
・
60
ｍ
よ
り
下
に
も
小
さ
め
の
石
は
続
い
て

い
て
、
図
化
さ
れ
て
い
る
。

　

小
天
守
台
北
面
Ｌ
調
査
区
で
は
、
東
壁
（
図
版
の
Ａ–
A’
）・
西
壁
（
図
版
の

Ａ–

A’
は
Ｂ–

B’
の
誤
植
か
）
と
も
に
４
・
９
ｍ
ま
で
掘
ら
れ
、
そ
の
下
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
築
城
時
盛
土
と
さ
れ
る
11
、
12
層
（
お
よ
び
説
明
を
欠
く
13
層
）
ま

で
で
80
㎝
の
厚
さ
の
盛
土
が
あ
る
。

　

Ｍ
調
査
区
に
お
い
て
は
、
御
深
井
丸
側
の
石
垣
の
根
石
ら
し
き
も
の
が
検
出
さ
れ

た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
五
三
頁
）。
５
・
45
ｍ
で
あ
る
か
ら
本
丸
石
垣
根
石
よ
り

も
70
㎝
ほ
ど
高
い
。
ま
た
築
城
時
盛
土
よ
り
上
層
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
天
守
台

側
で
は
築
城
時
盛
土
の
上
に
置
か
れ
た
根
石
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
し
、
今
後
も
検

出
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
御
深
井
丸
側
石
垣
は
丁
場
割
図
で
は
松
平
筑
前
守
（
前
田
利

常
）、
稲
葉
彦
六
（
典
通
、
臼
杵
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
上
に
建
物
は
な
く
、
石

垣
に
建
築
物
の
荷
重
が
か
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
現
在
残
る
御
深
井
丸
側
内
堀
石
垣

は
構
造
、
あ
る
い
は
時
期
な
ど
も
天
守
台
側
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

図版３　Ｃ調査区

図版４　Ｆ調査区

考
え
ら
れ
る９

。

　

以
上
か
ら
天
守
台
石
垣
に
は
極
端
に
巨
大
な
荷
重
が
か
か
る
こ
と
、
わ
ず
か
な
不

陸
で
も
建
物
に
甚
大
な
悪
影
響
、
た
と
え
ば
窓
や
戸
の
開
閉
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
根
石
を
深
い
位
置
に
置
き
、
前
面
を
厚
く
盛
土
・
埋
土
し
、
他
の
石
垣

に
は
な
い
特
別
な
保
護
措
置
を
と
っ
て
、
地
震
な
ど
災
害
に
備
え
た
と
推
定
す
る
。

こ
れ
は
つ
ぎ
に
見
る
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
の
調
査
結
果
で
も
確
認
で
き
る

（
盛
土
に
つ
い
て
は
三
、
土
層
（
層
序
）
の
再
確
認
・
一
二
一
頁
に
て
確
認
す
る
）。
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（
二
）
昭
和
三
十
一
年
三
月
の
断
面
図

　

焼
失
国
宝
天
守
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
建
設
す
る
過
程
で
の
斜
め
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

お
よ
び
掘
削
調
査
の
記
録
（『
名
古
屋
城
基
盤
調
査
試
錐
報
告
書
』
昭
和
三
十
一
年

二
月
〜
六
月
・
興
亜
開
発
工
業
株
式
会
社
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
埋
土
と
天

守
台
の
松
丸
太
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

天
守
台
西
面
の
北
か
ら
お
よ
そ
４
分
１
の
地
点
に
No 

17
調
査
区
、
お
よ
び
４
分

３
の
地
点
に
No 

18
調
査
区
が
あ
る
。
今
回
の
天
守
台
調
査
で
は
西
面
両
隅（
Ｆ
、Ｉ
、

Ｊ
調
査
区
）
と
中
央
（
Ｇ
調
査
区
）
を
調
査
し
て
い
る
の
で
、
北
南
そ
れ
ぞ
れ
中
間

２
地
点
の
デ
ー
タ
と
な
る
。

　

こ
の
断
面
図
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
査
し
作
成
し
た
の
か
、
詳
細
が
わ
か
ら
な

い
。
地
中
を
調
査
し
て
い
る
の
で
ト
レ
ン
チ
発
掘
に
よ
る
石
垣
表
面
調
査
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
石
垣
内
部
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
、
断
面
図
は
表
面
観

察
か
ら
の
推
測
で
あ
ろ
う
。

《
No 

17
》

　

当
時
の
地
表
面
か
ら
「
６
尺
５
寸
」
下
に
底
面
が
あ
っ
て
、「
下
無
」
と
注
記
が

あ
る
。
底
面
か
ら
上
に
三
段
の
栗
（
グ
リ
）
石
が
あ
る
。
そ
の
上
に
「
４
尺
」
と
さ

れ
た
大
き
な
築
石
が
一
つ
あ
る
。
三
つ
の
栗
石
に
、「
１
・
85
尺
」
と
注
記
が
あ
る
（
一

目
盛
り
１
ｍ
の
罫
線
が
あ
り
、
比
較
す
る
と
「
１
・
85
尺
」
は
２
・
85
尺
が
正
し
い
）。

こ
こ
に
は
胴
木
が
な
い
が
、
北
側
に
も
、
南
側
に
も
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
奥
側
に

隠
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

図版５　試錐および石垣根掘（斜ボーリング図・掘削調査断面図・位置図）
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《
No 
18
》

　

石
垣
沿
い
に
地
上
部
分
は
築
石
ひ
と
つ「
２
・
４
尺
」、小
ぶ
り
の
石
が「
０
・
８
尺
」、

そ
こ
ま
で
が
地
上
、
そ
こ
か
ら
地
中
に
な
り
、
小
ぶ
り
の
石
が
５
つ
で
「
５
・
５
尺
」、

そ
の
下
が
「
松
丸
太
」
で
「
径
１
・
３
尺
」、さ
ら
に
そ
の
下
が
横
に
並
ん
だ
「
栗
石
」

３
個
で
「
径
５
寸
」
と
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
松
丸
太
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
が
小
ぶ
り
の
石
と
い
う
の
は
い
く
ぶ
ん
理

解
に
苦
し
む
が
、
前
面
の
置
き
石
、
捨
て
石
か
（
Ｅ
・
Ｉ
・
Ｋ
・
Ｎ
調
査
区
の
写
真

に
類
似
の
も
の
が
み
え
る
）。
名
古
屋
城
で
は
か
な
り
頻
繁
に
最
下
部
に
小
さ
め
の

石
が
検
出
さ
れ
る
。

　

今
次
の
ト
レ
ン
チ
と
の
位
置
の
対
比
で
は
、
Ｇ
調
査
区
が
《
No 

17
》
と
《
No 

18
》
の
中
間
、
Ｈ
調
査
区
が
《
No 

18
》
の
南
に
な
る
。
昭
和
三
十
一
年
段
階
の
旧

表
土
に
あ
た
る
の
は
、
Ｇ
調
査
区
で
は
標
高
５
・
９
ｍ
（
図
９
北
壁
図
の
17
層
直
上
、

一
二
一
頁
）、
Ｈ
調
査
区
で
は
標
高
５
・
７
ｍ
（
図
６
北
壁
５
層
の
直
上
）
と
な
る
。

図
で
は
天
守
台
石
垣
天
端
が
ゼ
ロ
で
そ
こ
か
ら
20
ｍ
下
が
っ
た
と
こ
ろ
が
Ｇ
Ｌ
に

な
っ
て
い
る
。
天
守
台
天
端
の
標
高
は
25
・
５
ｍ
か
ら
26
ｍ
前
後
で
あ
る
か
ら
、
数

値
は
一
致
す
る
。
松
丸
太
は
目
盛
線
二
つ
分
２
ｍ
の
わ
ず
か
上
に
あ
る
か
ら
、
３
・

７
ｍ
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
松
丸
太
は
北
西
隅
（
Ｆ
調
査
区
）
で
確
認
し

た
４
・
４
ｍ
（
４
・
７
ｍ
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
ｍ
）
よ
り
も
か
な
り
低
い
。

　

こ
の
天
守
再
建
時
の
斜
ボ
ー
リ
ン
グ
・
掘
削
調
査
で
、《
No 

19
》
す
な
わ
ち
小
天

守
台
南
石
垣
で
は
本
丸
Ｇ
Ｌ
の
６
尺
下
に
根
石
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
、一
尺
四
寸
、

一
尺
（
二
石
）、
一
尺
、
二
尺
の
石
が
あ
り
、
そ
の
下
に
０
・
５
の
石
か
何
か
の
丸
い

も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
丸
Ｇ
Ｌ
は
御
殿
が
建
設
さ
れ
た
面
で
あ
る
か
ら
、
築
城

時
か
ら
そ
の
時
ま
で
変
化
は
な
い
。

　

対
し
て
小
天
守
石
垣
上
部
、

穴
蔵
通
路
の
石
垣
《
No 

20
》
根

石
は
わ
ず
か
一
石
し
か
埋
め
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
の
石
は
昭
和

二
十
九
年
度
以
降
に
積
み
替
え

ら
れ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
焼
損

が
原
因
で
あ
る
か
ら
、
地
中
に

あ
っ
た
部
分
の
変
更
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
一
尺
三
寸
、
下

に
小
さ
な
丸
い
も
の
が
描
か
れ

て
い
る
。

　

小
天
守
外
側
石
垣
（
南
）
を

六
尺
ほ
ど
埋
め
て
い
た
の
に
対

し
、
上
部
穴
蔵
で
は
一
石
分
一

尺
三
寸
だ
け
の
埋
土
し
か
、
し

な
か
っ
た
。
荷
重
の
負
担
が
大
き
な
と
こ
ろ
で
は
根
石
を
深
く
埋
め
て
盛
土
す
る
こ

と
で
保
全
を
す
る
が
、
内
側
で
は
そ
こ
ま
で
の
荷
重
が
な
い
と
し
て
、
一
石
の
盛
土

に
留
め
た
も
の
ら
し
い
。

　（
三
）「
石
垣
起
指
図
」
お
よ
び
『
仕
様
之
大
法
』『
国
秘
録
』
に
み
る
解
体
過
程
で

確
認
さ
れ
た
石
垣
の
構
成

　

宝
暦
解
体
時
の
詳
細
な
記
録
に
「
石
垣
起
指
図
」（「
御
天
守
御
石
垣
起
指
図
」、「
御

天
守
御
石
垣
取
毀
方
〈
取
解
方
〉
築
方
起
指
圖
」・
伊
藤
家
文
書
）
と
『
仕
様
之
大
法
』、

『
国
秘
録
』が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
記
事
ば
か
り
だ
が
、と
り
わ
け「
根
固
メ
丸
太
」（
根

図版６　Ｈ調査区
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固
之
丸
太
）、い
わ
ゆ
る
胴
木
の
記
述
は
最
重
要
で
あ
ろ
う
。「
根
固
メ
丸
太
」
は
「
石

垣
起
指
図
」
に
も
見
え
て
い
る
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
『
金
城
温
古
録
』
で
は
「
敷

松
」
と
呼
ん
で
い
た
。

「
石
垣
起
指
図
」

　

ま
ず
「
起
指
図
」
は
解
体
順
序
を
立
体
的
に
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
戌

亥
（
北
西
）
の
と
こ
ろ
か
ら
石
垣
を
ほ（

解
）ぐ

し
取
っ
て
（
ば
ら
ば
ら
に
し
・
固
ま
っ
て

い
た
も
の
を
解
体
し
）、
地
形
を
確
認
し
、
ま
た
北
西
の
石
を
解
体
し
た
と
こ
ろ
、

根
固
め
の
丸
太
を
吟
味
し
、
次
に
東
北
の
解
体
を
行
っ
た
。

　

こ
の
絵
図
に
は
石
の
数
や
積
み
直
し
た
場
所
の
間
数
が
書
か
れ
て
い
る
。
北
東
隅

は
「
九
間
残
」
と
あ
る
。
ま
た
上
か
ら
七
つ
の
石
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
分
が
外

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
よ
り
下
は
慶
長
石
垣
が
残
さ
れ
た
。

　

南
西
隅
は
十
四
個
の
石
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
分
が
外
さ
れ
て
、
そ
れ
よ
り
下

の
慶
長
石
垣
が
残
さ
れ
た
。

『
仕
様
之
大
法
』

　
『
仕
様
之
大
法
』
に
は
、
よ
り
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
以
下
に
現
代
文
を
あ
げ
る
。

原
文
全
文
は
紀
要
前
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
現
代
文
）

一　

天
守
台
北
側
の
石
垣
の
解
体
（
ほ
ぐ
し
方
）
は
戊
亥
隅
（
北
西
）
に
て
、
石
垣

の
上
端
部
（
天
場
）
で
折
回
し
（
鍵
の
手
に
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
）
八
間
ほ
ど
、

下
に
向
か
っ
て
二
間
あ
ま
り
、
御
土
蔵
土
台
（
穴
蔵
平
面
）
下
ま
で
、
内
側
も

外
側
も
、
石
垣
を
取
り
外
し
た
。
本
側
通
り
（
内
側
）
地
形
を
検
分
し
た
と
こ

ろ
、
砂
混
じ
り
の
築
土
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
（
地
山
で
は
な
く
、
築
土
）、
欠
損

と
か
痛
み
は
な
く
て
丈
夫
（
健
全
）
に
見
え
た
か
ら
、
そ
こ
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に

堀
底
・
隅
石
ま
で
双
方
雁
木
（
二
方
向
の
階
段
）
で
、石
垣
を
取
り
外
し
て
行
っ
た
。

根
敷
き
の
石
垣
（
根
石
）
は
、外
面
に
て
、北
の
方
を
一
ヶ
所
、西
の
方
を
一
ヶ
所
、

深
さ
四
尺
余
り
に
掘
り
込
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
二
尺
ば
か
り
、
水
が
湧
い
て
き
た
。

根
固
め
の
丸
太
を
吟
味
し
た
と
こ
ろ
、
木
の
性
は
よ
か
っ
た
（
し
っ
か
り
し
て

い
た
）。

　

石
の
面
か
ら
一
尺
ほ
ど
あ
と（
跡
＝
後
）に
一
本
。
中
程
に
も
一
本
。
都
合（
合

計
）
二
本
、
い
ず
れ
も
丸
太
だ
っ
た
。
そ
れ
で
木
（
胴
木
）
は
使
え
る
と
判
断

し
て
指
示
し
た
。
御
国
御
用
人
衆
が
検
分
し
、元
の
通
り
に
築
き
固
め
て
お
い
た
。

一　

戊
亥
隅
よ
り
根
敷
き
で
東
へ
十
六
間
余
り
、
同
じ
く
丑
寅
隅
石
、
上
よ
り
七
つ

目
の
石
ま
で
、
雁
木
で
と
り
ほ
ぐ
し
て
い
っ
た
。
築
石
大
小
か
ら
石
と
も
、
上

御
深
井
丸
内
同
心
番
所
、
裏
手
方
へ
取
り
除
け
た
。
右
の
築
石
を
と
り
ほ
ぐ
し

た
後
に
は
、
地じ

ぎ
ょ
う形

の
手
当
と
し
て
、
関
板
を
当
て
、
鳥
居
を
立
て
、
松
丸
太
よ

り
切
バ
リ
を
入
れ
、
筋
交
に
結
ん
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
か
す
が
い
を
掛
け
た
。

　

た
だ
し
右
の
切
り
張
り
の
上
に
歩
み
板
を
置
き
（
載
せ
て
）、
ほ
ぐ
す
時
、
積

む
と
き
に
は
、
シ
ャ
チ
、
猫
棒
を
巻
き
上
げ
に
使
っ
た
。

　
『
国
秘
録
』
で
は
「
乾
隅
石
下
シ
、北
側
追
々
取
ほ
く
し
、并
丑
寅
隅
石
七
ツ
下
シ
、

東
江
折
廻
四
間
半
筋
違
ニ
ほ
く
し
、
但
北
側
之
内
東
江
付
根
敷
ニ
而
拾
間
余
有
来
御

石
垣
筋
違
ニ
残
シ
置
」
と
あ
る
。

　

丑
寅
隅
に
関
し
て
七
つ
の
石
を
外
し
た
こ
と
は
他
の
文
献
記
述
と
お
な
じ
。
東
へ

四
間
半
斜
め
に
解
体
し
て
行
っ
た
と
あ
る
。
丑
寅
・
北
東
か
ら
「
東
江
折
廻
」
は
南
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の
意
味
と
解
す
る
。
四
間
半
は
解
体
の
手
順
で
、
不
明
門
へ
の
塀
の
上
側
石
垣
を
解

体
し
て
行
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
北
（
面
）
の
東
側
を
「
拾
間
余
」
有
来
を

残
し
た
と
い
う
点
は
『
仕
様
之
大
法
』
に
同
じ
。
解
体
過
程
と
範
囲
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
の
ち
ほ
ど
一
一
七
頁
に
て
再
考
す
る
。

胴
木
の
確
認
法

　

こ
れ
ら
三
つ
の
書
物
の
記
述
の
う
ち
『
仕
様
之
大
法
』
が
も
っ
と
も
詳
細
だ
っ
た

が
、
北
西
隅
基
礎
に
使
用
さ
れ
た
敷
松
、
す
な
わ
ち
根
固
め
の
（
松
）
丸
太
（
胴
木
）

が
あ
っ
た
こ
と
は
三
書
に
共
通
す
る
。
石
の
面
か
ら
一
尺
ほ
ど
後
に
一
本
、
中
程
に

も
一
本
、
都
合
（
合
計
）
二
本
の
丸
太
だ
っ
た
、
と
あ
る
。

　

名
古
屋
城
の
胴
木
は
御
深
井
丸
北
側
や
二
之
丸
東
門
北
の
石
垣
で
検
出
さ
れ
て
い

る
し
、
現
在
調
査
中
の
本
丸
搦
手
馬
出
で
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

二
之
丸
東
門
北
石
垣
実
測
図
面
に
よ
れ
ば
、
胴
木
は
二
本
並
行
で
あ
っ
た
。
そ
の

下
に
枕
木
が
あ
る
（
後
述
）。
二
本
の
胴
木
、
そ
し
て
根
石
は
水
平
に
置
か
れ
た
。

　

天
守
台
北
西
隅
の
場
合
、
丸
太
二
本
の
う
ち
一
本
は
前
面
の
石
の
へ
り
に
、
も
う

一
本
は
後
方
に
お
か
れ
た
。
大
き
な
石
だ
か
ら
、
中
心
が
胴
木
に
乗
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
形
状
は
天
守
台
も
二
之
丸
東
門
も
同
じ
で
あ

ろ
う
。

胴
木
の
深
さ

　

先
に
二
番
石
底
辺（
そ
の
頂
部
）か
ら
、垂
直
な
ら
１
・
２
ｍ
下
、斜
め
長
さ
な
ら
１
・

３
ｍ
下
に
根
石
（
一
番
石
）
の
底
が
あ
る
と
し
た
。
北
西
隅
・
Ｆ
区
の
二
番
石
底
（
頂

部
）
は
５
・
９
ｍ
、
よ
っ
て
根
石
底
は
４
・
７
ｍ
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
。
胴
木
は

こ
の
さ
ら
に
下
に
な
る
。

　
「
北
の
方
を
一
ヶ
所
、
西
の
方
を
一
ヶ
所
、
深
さ
四
尺
余
り
に
掘
り
込
ん
で
み
た

と
こ
ろ
、
二
尺
ば
か
り
、
水
が
湧
い
て
き
た
」
と
あ
っ
た
け
れ
ど
、
慶
長
盛
土
面
は

発
掘
調
査
の
結
果
で
５
・
４
ｍ
か
ら
、
宝
暦
時
点
で
四
尺
掘
り
込
め
ば
４
・
２
ｍ
、
そ

こ
に
湧
水
が
二
尺
（
60
㎝
）
ば
か
り
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
天
守
台
黄
金
水

の
推
定
水
位
３
・
８
ｍ
よ
り
も
０
・
４
ｍ
ほ
ど
高
い
。『
金
城
温
古
録
』
の
水
位
４
・

62
ｍ
と
い
う
記
述
に
は
あ
う
。

こ
れ
ま
で
に
検
出
さ
れ
た
胴
木

　

城
内
で
検
出
さ
れ
た
他
の
胴
木
と
比

較
し
て
お
き
た
い
。

　

二
之
丸
東
門
北
石
垣
の
図
で
は
現
地

盤
層
Ｇ
Ｌ
か
ら
１
・
５
ｍ
下
に
胴
木
、
水

位
（「
Ｖ
水
位
」
と
あ
る
）
は
胴
木
の
下

端
で
Ｇ
Ｌ
―
２
・
５
ｍ
と
図
示
さ
れ
て
い

る
（『
名
古
屋
城
二
之
丸
旧
東
門
石
垣
調

査
報
告
書
』
二
七
・
九
五
・
一
五
三
頁
）。

Ｇ
Ｌ
７
・
４
ｍ
と
あ
る
（
一
四
八
頁
）。

地
形
図
（
名
古
屋
城
平
面
図
Ｈ
13
名
城

平
面
１
０
０
０-

編
集
素
図
）
で
は
７
・

３
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。
現
地
盤
層
の
１
・

５
ｍ
下
、
５
・
９
ｍ
が
二
之
丸
根
石
底
・

胴
木
上
端
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
横
に

杭
が
、
下
に
枕
木
が
あ
る
。
こ
れ
は
天

守
台
で
想
定
し
た
根
石
底
の
数
値
４
・
７

図版７　二之丸東門石垣で検出された胴木
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ｍ
（
胴
木
上
端
）
よ
り
も
１
・
２
ｍ
も
高
い
。
水
位
表
記
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、
上
記
で
は
４
・
９
ｍ
に
な
る
。
黄
金
水
で
想
定
し
た
水
位
３
・
７
７
ｍ
よ
り
１

ｍ
以
上
高
い
。
二
之
丸
堀
は
、
本
来
水
堀
で
あ
り
、
清
水
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
金
城

温
古
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
丸
搦
手
馬
出
で
は
Ｄ
Ｌ(

＝
Ｔ
．
Ｐ
．)

０
・
６
ｍ
お
よ
び
０
・
８
ｍ
に
胴
木
が

あ
る
。
水
堀
で
あ
り
、水
面
下
に
胴
木
が
あ
る
。
他
の
空
堀
で
の
例
と
比
較
し
て
も
、

か
な
り
低
い
（
御
深
井
外
堀
の
水
位
は
３
・
８
ｍ
前
後
）。

　

御
深
井
丸
胴
木
配
置
の
実
測
図
面
は
な
い
も
よ
う
（
現
物
は
御
深
井
丸
戌
亥
櫓
＝

清
須
櫓
に
保
管
中
）。

二　
相
互
の
史
料
批
判
・
複
数
視
点

文
献
史
料
調
査
と
目
視
調
査
・
発
掘
調
査
の
結
果
と
の
間
に
齟
齬
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
再
吟
味
し
た
い
。

（
一
）
宝
暦
修
理
の
足
石
と
供
給
地
―
―
『
国
秘
録
』
と
現
状

修
理
ま
で
の
経
緯

天
守
の
建
物
は
い
く
ど
と
な
く
修
理
さ
れ
て
き
た
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
修

理
は
「
御
天
守
大
破
損
」
に
対
応
す
る
規
模
の
大
き
な
も
の
で
、
お
そ
ら
く
宝
永
四

年
十
月
の
宝
永
地
震
の
修
理
で
あ
っ
た
（『
国
秘
録
』
上
）。
長
崎
か
ら
関
東
ま
で
津

波
が
押
し
寄
せ
、
余
震
が
長
く
続
い
た
か
ら
、
石
垣
に
も
影
響
が
あ
っ
た
。
た
だ
し

天
守
台
石
垣
は
宝
暦
工
事
（
宝
暦
二
年
・
一
七
五
二
か
ら
同
五
年
・
一
七
五
五)

ま
で
、

大
き
な
修
理
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
宝
暦
修
理
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
北
と
西

の
石
垣
の
孕
み
で
あ
る
（「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復　

中
」
に
、「
御
天
守
台
石
垣
、

西
北
折
廻
し
孕
」）。
孕
ん
だ
原
因
は
不
明
で
、
先
学
・
城
戸
久
は
宝
永
地
震
が
原
因

と
想
定
し
て
い
る
が
、
孕
み
が
顕
著
に
な
っ
て
、
対
策
が
議
論
さ
れ
た
の
は
、
記
録

上
で
は
寛
延
三
年(

一
七
五
〇)

で
あ
る
。
四
十
年
が
経
過
し
て
い
た
。
天
守
は
戌

亥
隅
で
本
水
（
本
来
の
水
平
位
置
）
よ
り
一
尺
二
寸
三
分
も
下
が
っ
て
い
た
。
徐
々

に
進
行
と
い
う
よ
り
は
急
に
劣
化
し
た
ら
し
い
。
孕
み
箇
所
を
一
旦
埋
め
て
保
全
対

処
し
よ
う
と
提
案
さ
れ
た
が
、
そ
の
場
合
、
御
深
井
丸
と
の
境
が
わ
か
ら
な
く
な
る

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
（「
宝
暦
の
大
修
理
の
工
事
過
程
に
関
す
る
史
料
集
」・
令
和

元
年
度
石
垣
部
会
ワ
ー
キ
ン
グ
資
料
）。

　

宝
暦
に
、
北
西
隅
で
は
根
底
ま
で
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
足
石
（
交
換
石
・
新
石
補

充
）
に
つ
い
て
も
『
国
秘
録
』
な
ら
び
に
『
仕
様
之
大
法
』
が
詳
細
で
あ
る１０

。

石
の
注
文
サ
イ
ズ

　
「
乾
（
北
西
）
の
隅
石
は
長
九
尺
（
一
丈
と
も
）
に
巾
四
尺
×
三
尺
弐
寸
が
十
本
、

中
隅
石
は
長
七
尺
五
寸
・
巾
三
尺
五
六
寸
が
八
本
、
隅
脇
石
は
長
六
尺
・
三
尺
弐
寸

か
ら
（
原
文
「
に
」）
三
尺
五
寸
が
十
七
本
、
〆
三
十
五
本
は
岩
崎
山
よ
り
切
出
し
、

平
築
石
は
三
州
堅
石
、
長
五
尺
・
面
二
尺
五
寸
四
方
が
九
百
二
十
五
」
と
あ
る
。

高
い
再
利
用
率

　

現
状
の
北
西
隅
は
地
表
上
に
隅
石
二
十
四
石
が
確
認
さ
れ
、
算
木
積
み
に
な
っ
て

い
る（
Ｆ
地
区
調
査
で
下
に
も
う
一
石
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
）。史
料
に
は「
隅

石
」
と
「
中
隅
石
」
と
い
う
二
つ
の
記
載
が
み
え
、両
者
に
は
長
さ
と
巾
に
差
が
あ
っ

た
。
隅
石
で
は
二
十
四
石
の
う
ち
十
八
石
、
75
％
が
岩
崎
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
足

石
（
新
石
）
に
交
換
さ
れ
た
。
長
短
が
交
互
に
詰
ま
れ
る
算
木
積
み
で
は
、
隅
石
の

短
辺
側
に
隅
脇
石
が
置
か
れ
る
が
、
現
状
で
は
隅
石
一
石
に
隅
脇
石
一
石
が
対
応
し
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段（下から） 符番 長さ（cm） 巾（cm） 高さ（cm）
24 U60-0070 150 95 116
23 U60-0270 191 75 77
22 U60-0350 178 92 99
21 U60-0400 181 93 93
20 U60-0600 167 144 86
19 U60-0640 174 112 92
18 U60-0750 247 116 91
17 U60-0820 188 108 98
16 U60-0930 195 102 92
15 U60-1000 208 89 85
14 U60-1150 192 82 99
13 U60-1250 221 104 76
12 U60-1360 226 95 103
11 U60-1390 206 93 76
10 U60-1610 209 119 85
9 U60-1660 253 84 89
8 U60-1700 213 108 86
7 U60-1840 247 123 81
6 U60-2020 235 119 85
5 U60-2080 237 110 85
4 U60-2078 227 104 106
3 U60-2180 242 111 88
2 U60-2210 235 115 86
1 U60-9001 249 99 102

て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
隅
脇
石
に
上
下
二
石
が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
北
面
で

十
五
石
、
西
面
で
十
四
石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
隅
脇
石
二
十
九
石
の
う
ち
十
七
石
、

六
割
弱
59
％
が
岩
崎
山
か
ら
の
足
石
に
交
換
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
平
築
石
は
三
州
堅
石
、
長
五
尺
、
面
二
尺
五
寸
四
方
と
あ
る
。
三
州
堅
石
は

幡
豆
石
で
あ
ろ
う
（
篠
島
・
日
間
賀
島
は
尾
張
）。
岩
崎
山
で
は
サ
イ
ズ
の
大
き
な

石
を
採
取
で
き
た
。幡
豆
で
は
大
き
な
サ
イ
ズ
は
得
に
く
か
っ
た
け
れ
ど
、数
が
揃
っ

た
。
幡
豆
の
名
古
屋
城
石
切
場
（
前
島
・
沖
ノ
島
・
八
貫
山
）
に
つ
い
て
は
『
幡
豆

町
史
』
本
文
編
２
近
世
に
詳
し
い
。

　

西
北
隅
以
外
の
隅
石
の
記
載
が
な
い
。
他
の
二
隅
（
北
東
・
南
西
）
に
足
石
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
積
み
直
し
は
し
た
が
、
従
前
石
を
再
利
用
し
た
の
で
は
な

い
か
と
想
定
す
る
。
西
北
隅
の
毀
損
度
が
図
抜
け
て
い
た
。

　

宝
暦
積
み
替
え
分
の
石
の
数
は
、北
面
は
九
六
〇
石（
一
列
40
石
×
24
段
で
概
算
）、

西
面
石
垣
は
一
八
九
八
石
（
石
垣
カ
ル
テ
よ
り
全
石
が
一
九
六
〇
石
〈
南
側
隅
石
を

除
く
〉、う
ち
慶
長
残
存
分
は
下
側
（
底
辺
）
が
十
五
石
、高
さ
が
五
段
の
三
角
形
で
、

15
石
×
５
段
÷
２

≒

38
石
、
ま
た
北
西
隅
が
重
複
す
る
の
で
24
を
差
し
引
く
）、
南

面
は
一
一
二
石
（
上
段
十
六
石
〈
七
間
相
当
〉
高
さ
十
四
段
の
三
角
形
が
交
換
分
）、

東
側
は
三
十
九
石
（
上
段
十
一
石
〈
四
間
半
相
当
〉
高
さ
七
段
の
三
角
形
）
が
宝
暦

積
み
替
え
分
で
あ
る
。
小
計
三
〇
〇
九
石
と
な
る
が
、
こ
の
う
ち
隅
石
の
積
み
直
し

は
北
東
が
七
、
北
西
が
二
四
、
南
東
が
一
四
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
除
い
て
、
宝
暦
に

一
旦
外
さ
れ
た
平
築
石
の
数
は
二
九
六
四
石
と
い
う
目
安
の
値
を
得
た
（
取
り
外
し

区
域
の
詳
細
は
後
述
。な
お
明
か
り
窓
分
は
捨
象
し
た
の
で
、足
石
は
さ
ら
に
減
る
）。

平
築
石
の
足
石
（
補
充
石
）
が
九
二
五
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
慶
長
石
の
再
利

用
は
二
〇
三
九
石
に
な
る
。
概
算
で
、
慶
長
平
築
石
の
再
利
用
率
は
69
％
、
交
換
率

は
31
％
と
な
る
。
現
在
計
画
中
の
本
丸
搦
手
石
垣
修
理
で
も
、
三
分
の
二
以
上
、
か

な
り
高
率
の
再
利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

北
西
隅
交
換
石

　

現
在
の
北
西
隅
石
垣
に
つ
い
て
は
石
垣
オ
ル
ソ
・
図
面
か
ら
の
計
測
が
可
能
で
、

隅
石
の
計
測
値
が
あ
る
。

　

隅
石
に
は
一
丈
（
３
ｍ
）
は
む
ろ
ん
、
九
尺
と
い
う
規
定
に
合
う
も
の
が
一
石
も

な
い
（ 
２
５
３
㎝
・
２
４
９
㎝
・
２
４
７
㎝
２
つ
・
２
４
２
㎝
の
五
石
が
八
尺
以
上
）。

中
隅
石
七
尺
五
寸
（
２
２
５
㎝
）
以
上
は
全
体
上
記
八
尺
以
上
を
含
め
て
一
〇
個
で 表２「隅石表」（※０段が根石）
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あ
る
。
記
述
で
は
隅
石
と
中
隅
石
を
区
別
し
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際
は
中
隅
石
サ
イ

ズ
ば
か
り
で
積
ん
で
い
る
。文
献
史
料
が
示
す
石
垣
像
と
現
状
で
は
差
異
が
あ
る
が
、

『
国
秘
録
』
の
規
定
は
、
指
示
し
た
規
格
、
注
文
の
サ
イ
ズ
を
示
す
。

　
『
仕
様
之
大
法
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
石
は
積
ま
れ
る
過
程
で
整
形
さ
れ
る
。

　
「
隅
石
、
隅
根
石
（
隅
脇
石
か
）
は
四
方
（
左
右
上
下
）
の
胴
を
摺
り
合
わ
せ
、

小
叩
き
、
鉄
の
か
い
を
入
れ
、
割
石
を
行
い
、
胴
か
い
張
り
合
、
扣ひ

か
え

石
を
入
れ
る
。

　

平
石
の
場
合
は
胴
を
摺
合
せ
、
胴
か
い
は
り
合
、
扣
石
を
入
れ
、
割
石
か
い
、
大

小
か

（
が
）

ら
石
詰
、築
石
根
入
が
短
い
分
は
別
に
跡
石
（
後
ろ
の
石
）
を
置
く
」
と
あ
る
。

石
を
築
く
時
は
、
際き

わ

ま
で
修
羅
で
引
き
つ
け
、
築
石
に
胴
縄
を
か
け
、
棚
の
上
端
に

ね
こ
棒
・
車
知
（
大
き
な
ロ
ク
ロ
、
神
楽
棧
）
を
仕
掛
け
、
築
石
を
吊
り
上
げ
、
す

わ
り
の
よ
い
と
こ
ろ
に
置
き
、
石
の
つ
ら
（
面
）、
勾
配
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
合
羽

（
接
合
部
分
）、
胴
を
摺
り
合
わ
せ
、
墨
で
印
を
し
て
、
再
度
築
石
を
車
知
で
巻
上
げ
、

鍳
玄
翁
（
の
み
げ
ん
の
う
か
、「
鍳
」
は
文
字
通
り
な
ら
ば
「
か
が
み
」
で
あ
る
が
、

玄
翁
で
叩
く
か
ら
、
字
形
の
似
る
鑿
か
）
で
石
の
形
を
作
り
、
な
ん
ど
も
こ
の
作
業

を
く
り
か
え
し
て
、
い
ち
ば
ん
具
合
が
よ
い
と
こ
ろ
で
固
定
す
る
。」

　

車
知
は
ク
レ
ー
ン
に
変
わ
っ
た
が
、
基
本
的
作
業
は
現
在
の
石
積
み
と
変
わ
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
小
叩
き
は
表
面
を
整
え
る
だ
け
の
軽
い
叩
き
整
形
で
あ
る
が
、
割
石

と
も
あ
る
。
玄
翁
も
用
い
て
い
る
。
石
は
次
第
に
小
さ
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

一
丈
も
の
長
さ
を
必
要
と
し
た
算
木
積
み
用
の
隅
石
を
、
あ
え
て
短
く
す
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
岩
崎
山
や
幡
豆
な
ど
、
石
切
場
か
ら
は
注
文
通
り
に
石
を
揃

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
寸
足
ら
ず
で
も
、
石
積
み
に
支
障
は
な
い
か
ら
搬
出

し
た
。
よ
っ
て
最
初
か
ら
不
揃
い
だ
っ
た
、
と
考
え
る
。

（
二
）
北
西
隅
根
石
は
慶
長
の
ま
ま
の
石
な
の
か

　

天
守
台
四
隅
の
う
ち
南
東
は
温
存
さ
れ
、
北
東
丑
寅
は
上
か
ら
七
石
を
外
し
、
南

西
未
申
は
上
か
ら
十
四
石
を
外
し
た
。
北
西
戌
亥
は
安
定
性
を
完
全
に
喪
失
し
て
い

て
、
全
て
を
外
し
た
。
北
西
隅
は
歪
み
と
そ
れ
が
原
因
の
破
損
が
顕
著
で
、
天
守
傾

斜
の
最
大
原
因
に
な
っ
た
。
外
し
た
石
の
数
は
天
守
の
沈
み
方
、
歪
み
の
度
合
い
に

対
応
し
て
も
い
る
（
未
申
七
寸
七
分
・
戌
亥
一
尺
二
寸
三
分
・
丑
寅
六
寸
四
分
）。

胴
木
に
つ
い
て
は
健
全
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、
地
盤
沈
下
は
な
か
っ
た
。
孕
み
が
原

因
で
そ
れ
を
修
正
し
、
天
守
も
修
復
し
た
。

　

天
守
台
周
辺
石
垣
報
告
書
で
は
、
北
西
隅
Ｆ
調
査
区
に
て
検
出
さ
れ
た
最
下
段
石

は
、
慶
長
石
の
再
利
用
で
あ
っ
て
宝
暦
に
も
動
か
な
か
っ
た
と
み
て
い
る
。
こ
の
一

番
下
の
石
は
砂
岩
・
河
戸
石
（
こ
う
づ
い
し
）
で
、表
面
一
部
の
加
工
処
理
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
宝
暦
勾
配
に
合
わ
せ
て
、
元
か
ら
の
石
を
加
工
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い

る
（
巻
頭
カ
ラ
ー
図
版
）。
す
な
わ
ち
最
下
段
石
は
慶
長
石
を
外
さ
ず
に
加
工
し
た

も
の
で
、
宝
暦
足
石
（
新
石
）
で
は
な
い
と
す
る
（
報
告
書
は
半
分
地
中
に
あ
る
石

の
下
が
最
下
段
と
は
判
断
し
て
い
な
い
の
で
、「
下
へ
二
段
目
の
石
」
と
表
現
し
て

い
る
が
、
６
・
０
ｍ
の
下(

４
・
８
ｍ
）
が
根
石
に
な
る
こ
と
は
述
べ
て
き
た
通
り
）。

　
『
仕
様
之
大
法
』
で
は
戊
亥
隅
か
ら
東
方
、「
根
敷
」
十
六
間
を
取
り
外
し
た
と
し

て
い
る
（「
戌
亥
隅
ゟ
根
敷
ニ
而
東
江
拾
六
間
余
、
同
丑
寅
隅
石
上
ゟ
七
ツ
目
迄
、

雁
木
ニ
取
ほ
く
し
」）。『
国
秘
録
』
で
は
「
直
ニ
御
堀
底
隅
石
迄
、
双
方
雁
木
ニ
取

下
り
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
で
も
「
堀
底
・
隅
石
」
ま
で
も
外
し
て
い
る
と
読
む
べ
き

だ
ろ
う
。
ま
た
慶
長
石
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
北
東
と
南
西
に
は
序
数
詞
石
の
刻
字

が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
北
西
最
下
段
石
に
も
、
そ
の
上
の
石
に
も
刻
字
が
な
い
。

　

地
表
に
あ
る
隅
石
は
す
べ
て
花
崗
岩
系
で
あ
る
。
宝
暦
交
換
石
（
足
石
）
は
岩
崎

山
の
花
崗
岩
だ
っ
た
が
、
積
み
直
し
で
残
置
さ
れ
た
慶
長
隅
石
も
ま
た
花
崗
岩
系

だ
っ
た
（
石
垣
カ
ル
テ
）。
最
下
部
が
砂
岩
で
あ
れ
ば
慶
長
石
と
な
る
け
れ
ど
、
隅
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石
の
中
で
は
ま
っ
た
く
の
異
端
だ
っ
た
。
ま
た
こ
の
石
は
そ
の
上
の
石
（
二
番
石
）

に
比
べ
て
も
、
さ
ら
に
三
番
石
に
比
べ
て
も
小
型
で
あ
る
。
上
か
ら
の
図
を
見
る
と

（
報
告
書
三
〇
〜
三
二
頁
）、
外
側
に
広
が
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
。
慶
長
時
の
も

の
と
し
た
場
合
で
も
、
通
常
の
算
木
積
み
、
大
型
石
を
交
互
に
積
む
積
み
方
で
は
な

か
っ
た
。

　
『
仕
様
之
大
法
』『
国
秘
録
』
に
「
取
ほ
く
し
」「
堀
底
隅
石
・
取
下
り
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
隅
石
も
い
っ
た
ん
取
り
外
さ
れ
て
、
別
位
置
に
あ
っ
た
石
（
隅
石
で
は

な
か
っ
た
慶
長
石
）
を
根
石
に
据
え
た
、
と
提
案
し
た
い
。
つ
ま
り
転
石
で
、
再
利

用
で
あ
る
。
河
戸
石
加
工
整
形
の
理
由
も
こ
の
転
用
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

北
西
隅
石
（
中
隅
石
を
含
む
）
は
二
十
五
石
の
う
ち
十
八
石
を
新
石
に
交
換
し
た
。

七
割
強
を
も
交
換
し
て
お
り
、
残
し
た
隅
石
は
三
割
弱
で
あ
っ
た
。
隅
脇
石
は
十
七

石
交
換
だ
か
ら
、
六
割
八
分
交
換
で
あ
る
。
壁
面
の
平
築
石
は
七
割
も
残
さ
れ
、
足

石
は
三
割
だ
っ
た
。
そ
れ
と
比
べ
る
と
隅
石
で
は
倍
以
上
の
交
換
率
で
あ
る
。『
金

城
温
古
録
』
が
指
摘
し
た
、
清
正
家
臣
の
名
を
刻
し
、
加
藤
家
中
の
自
信
の
現
れ
で

も
あ
っ
た
刻
字
石
も
失
わ
れ
た
。
徳
川
家
に
と
っ
て
は
、
滅
び
た
他
家
の
失
敗
記
録

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
根
本
的
な
交
換
が
施
行
さ
れ
た
。
全
荷
重
を
受
け
て
い
た
最
下

部
石
に
の
み
損
傷
・
ひ
び
割
れ
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
上
部
に
あ
っ
て
、

損
傷
が
少
な
か
っ
た
石
を
加
工
し
て
、
据
え
付
け
た
の
で
は
な
い
か１１

。

（
三
）
目
視
調
査
に
よ
る
目
地
線
を
文
献
か
ら
検
証
す
る

　

天
守
台
四
面
各
面
の
宝
暦
積
み
替
え
範
囲
（
線
）
は
、「
起
指
図
」
ま
た
『
仕
様

の
大
法
』『
国
秘
録
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
起
指
図
」
は
立
体
模
型
で
あ
り
、
解

体
順
序
・
範
囲
が
図
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
よ
り
詳
細
な
記
述

が
『
仕
様
の
大
法
』『
国
秘
録
』
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
献
に
よ
っ
て
外
し
た
石
の

具
体
的
な
数
と
範
囲
が
わ
か
る
こ
と
は
見
た
。
こ
れ
ま
で
名
古
屋
城
で
は
外
観
・
目

視
調
査
に
よ
っ
て
積
み
替
え
線
（
目
地
、「
石
垣
積
み
直
し
ラ
イ
ン
」）
を
確
認
す
る

作
業
を
行
っ
て
き
た
（
石
垣
現
況
調
査
、
い
わ
ゆ
る
「
石
垣
カ
ル
テ
」、
測
量
技
術

者
と
学
芸
員
の
協
業
を
経
て
石
垣
部
会
有
識
者
が
確
認
）。

　
「
積
み
直
し
ラ
イ
ン
」
を
文
献
資
料
と
比
較
照
合
し
て
み
た
。
結
論
か
ら
い
え
ば

四
隅
の
石
垣
の
解
体
の
起
点
は
正
確
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
北
東
隅
は
七
石
を
は
ず

し
、
下
は
慶
長
石
垣
を
残
し
た
。
北
西
は
上
か
ら
下
ま
で
全
部
を
外
し
た
。
南
西
は

上
か
ら
十
四
石
を
外
し
た
。
南
東
は
外
し
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
慶
長
石
で
あ
る
（
戦

後
の
解
体
を
除
く
）。
起
点
は
一
致
す
る
。
し
か
し
終
点
に
つ
い
て
は
、
近
似
は
し

て
い
る
が
、
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
北
面
に

つ
い
て
は
、
慶
長
石
残
存
範
囲
は
よ
り
狭
く
、
積
み
替
え
が
さ
ら
に
東
に
及
ん
で
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
西
面
は
概
ね
一
致
し
そ
う
だ
が
、
若
干
ず
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
南
面
は
「
積
み
直
し
ラ
イ
ン
」
が
も
っ
と
上
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
東
面
は

目
地
推
定
ラ
イ
ン
か
ら
受
け
る
印
象
と
起
指
図
か
ら
受
け
る
印
象
に
か
な
り
の
差
が

あ
る
。

度
量
衡
（
大
京
間
・
御
天
守
七
尺
間
と
公
家
間
六
尺
五
寸
）

　

た
だ
し
こ
の
問
題
の
検
討
の
前
に
解
決
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
二
点
あ
る
。
ま
ず

一
間
は
大
京
間
・
御
天
守
間
七
尺
な
の
か
、
大
京
間
・
公
家
間
六
尺
五
寸
な
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。

　

名
古
屋
城
の
場
合
『
金
城
温
古
録
』
一
巻
一
三
〇
頁
に
「
大
京
間　

壱
間
は
七
尺
・

御
天
守
是　

六
尺
五
寸
・
以
上
は
公
家　

京
間　

壱
間
は
六
尺
三
寸
」
と
あ
る
。
昭

和
実
測
図
で
は
天
守
一
間
七
尺
一
分
、
小
天
守
六
尺
五
寸
一
分
、
御
殿
九
尺
七
寸
・

八
尺
七
寸
・
七
尺
八
寸
四
分
・
六
尺
五
寸
ほ
か
、
ま
た
櫓
は
一
間
六
尺
五
寸
で
あ
る
。
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 九間 

（東から） 

十間余 

（東から） 

十六間余

（西から） 
合計 

七尺 18.9m ＊ 
33.6m 

プラス 

52.5m 

プラス 

六尺五寸 17.55m ＊ 
31.2m 

プラス 

48.75m 

プラス 

七尺 ＊ 
21.0m 

プラス 

33.6m 

プラス 

54.6m 

プラス 

六尺五寸 ＊ 
19.5m 

プラス 

31.2m 

プラス 

50.7m 

プラス 

現在の目地線 A ＊ 東から 22m 西から 30m 
下端全体

52.5m 

天
守
や
御
殿
の
よ
う
な
特
別
に
大
型
の
建
物
で
は
、
何
百
本
も
の
巨
木
を
切
り
倒
し

て
木
材
を
入
手
し
た
。特
注
だ
か
ら
、規
格
品
サ
イ
ズ
を
採
用
す
る
必
要
は
な
い
。『
金

城
温
古
録
』
も
別
の
箇
所
で
は
「
御
当
家
御
令　

壱
間
六
尺　

名
古
屋
御
令　

壱
間

六
尺
弐
寸
五
分
」
と
、
江
戸
間
、
名
古
屋
間
を
記
し
て
い
る
。

　

建
物
で
あ
る
天
守
が
七
尺
だ
っ
た
か
ら
、
設
計
段
階
で
は
土
台
・
基
礎
で
あ
る
天

守
台
も
七
尺
と
し
た
と
考
え
た
い
が
、
宝
暦
の
史
料
に
見
え
る
数
値
は
そ
れ
だ
と
合

わ
な
い
点
が
で
て
く
る
。

北
面
残
（
慶
長
石
垣
）
は
「
九
間
」
だ
っ
た
の
か
、「
十
間
余
り
」
だ
っ
た
の
か

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
「
起
指
図
」
と
『
国
秘
録
』
の
記
述
の
ず
れ
で
あ
る
。
天
守

台
北
面
に
つ
い
て
「
起
指
図
」
は
、下
部
東
方
は
「
九
間
残
」
を
保
存
し
た
と
し
、『
国

秘
録
』
は
「
十
間
余
」
を
残
し
た
と
し
て
、
数
値
が
違
っ
て
い
る
。

　
「
起
指
図
」
は
北
面
上
端
西
か
ら
「
八
間
」、「
五
間
」
と
図
示
す
る
。
８
対
５
の

比
率
は
図
上
で
も
正
確
で
、
残
る
箇
所
に
注
記
が
な
い
け
れ
ど
図
上
幅
で
二
間
に

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
「
起
指
図
」
は
天
端
を
計
十
五
間
と
考
え
て
い
た
。
天
守
の

柱
数
か
ら
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
守
台
北
面
の
天
端
は
33
・
５
ｍ
あ
る
。「
起
指
図
」

は
一
間
七
尺
で
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
十
六
間
で
33
・
６
ｍ
だ
か
ら
、
一
間
不
足

す
る
（
公
家
間
六
尺
五
寸
で
あ
れ
ば
十
七
間
で
33
・
15
ｍ
だ
か
ら
二
間
不
足
す
る
）。

「
起
指
図
」
は
計
画
段
階
の
図
ら
し
く
、
そ
の
天
端
間
数
に
は
誤
解
が
あ
る
。
よ
っ

て
東
か
ら
は
『
国
秘
録
』
の
「
拾
間
余
」
を
採
用
す
る
。

　

ま
た
『
仕
様
之
大
法
』
で
は
西
・
戌
亥
隅
か
ら
東
方
は
根
敷
に
て
十
六
間
余
、
取

り
外
し
た
と
記
録
し
て
い
る
（「
戌
亥
隅
ゟ
根
敷
ニ
而
東
江
拾
六
間
余
、
同
丑
寅
隅

石
上
ゟ
七
ツ
目
迄
、雁
木
ニ
取
ほ
く
し
」）。現
地
表
の
北
面
石
垣
は
地
表
で
52
・
１
ｍ
、

想
定
慶
長
根
石
だ
と
、
推
定
52
・
５
ｍ
で
あ
る
。
こ
れ
を
七
尺
で
考
え
た
場
合
に
は
、

十
間
プ
ラ
ス
「
余
」、
十
六
間
プ
ラ
ス
「
余
」

で
54
ｍ
以
上
に
な
る
か
ら
、
現
状
を
超
え
て

し
ま
う
。
よ
っ
て
、『
国
秘
録
』『
仕
様
之
大

法
』
の
一
間
は
六
尺
五
寸
（
大
京
間
の
う
ち

公
家
間
）
と
考
え
た
い
。
ま
た
、
以
下
の
表

３
も
参
照
の
こ
と
。

有
来
の
範
囲
（
慶
長
オ
リ
ジ
ナ
ル
石
）

・
南
西
西
面　

Ｕ
６
０

　

南
西
隅
は
「
起
指
図
」
の
ほ
か
、

『
仕
様
之
大
法
』
に
も
十
四
石
を
外
し
、

北
へ
六
間
半
、
有
来
（
あ
り
き
た
り
）

の
石
垣
を
残
し
た
と
あ
る
。
六
尺
五

寸
な
ら
12
・
７
ｍ
で
あ
る
。
現
在
の
境

界
線
引
き
で
は
14
ｍ
よ
り
さ
ら
に
延
び
る
よ
う
だ
が
、
誤
差
範
囲
か
。

・
南
西
南
面　

Ｕ
５
９

　

既
述
の
よ
う
に
南
西
隅
は
十
四
石
を
外
し
た
。『
国
秘
録
』
に
、
東
に
七
間

筋
違
い
に
外
し
た
と
あ
り
、
ま
た
そ
の
具
体
が
「
起
指
図
」
に
立
体
図
示
さ

れ
、数
値
も
七
間
で
一
致
す
る
。
南
面
下
部
根
石
は
全
て
慶
長
石
が
温
存
さ
れ
、

天
端
で
は
西
か
ら
七
間
（
六
尺
五
寸
で
13
・
７
ｍ
）
が
逆
三
角
形
に
外
さ
れ
て
、

残
り
が
保
存
さ
れ
た
。

　

南
面
の
目
地
想
定
線
と
「
起
指
図
」
を
対
比
す
る
と
、「
起
指
図
」
で
は
二

番
石
（
中
川
石
）
の
四
つ
上
、六
番
石
（
一
番
は
地
中
）
の
横
か
ら
「
ほ
ぐ
し
」

12
13

表３ 北面下端の間尺
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（
解
体
）
域
と
し
て
い
る
。
目
地
線
は
大
き
く
え
ぐ
っ
て
か
ら
上
が
る
か
ら
角

度
の
印
象
が
異
な
る
。
な
お
上
端（
天
端
）は
昭
和
修
理
で
現
存
し
て
い
な
い
。

・
北
面　

Ｕ
６
１
と
北
東
隅
の
場
合
・
有
来
の
範
囲

　

現
在
の
想
定
よ
り
も
解
体
域
が
い
く
ぶ
ん
広
く
な
る
可
能
性
も
あ
っ
て
、

さ
ら
に
一
石
ほ
ど
東
に
動
く
可
能
性
が
あ
る
が
、
誤
差
の
範
囲
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
ま
で
北
面
の
孕
み
箇
所
は
半
分
ほ
ど
が
宝
暦
の
更
新
と
さ
れ
て
き

た
。
も
し
こ
の
線
が
移
動
す
る
の
な
ら
、
実
際
の
積
み
替
え
範
囲
は
よ
り
広

く
な
る
。

・
東
面　

Ｕ
６
２

　

北
東
隅
か
ら
東
面
に
つ
い
て
は
、
上
か
ら
七
石
を
外
し
た
こ
と
は
先
の
記

述
か
ら
わ
か
る
。
さ
ら
に
「
東
江
折
廻
四
間
半
筋
違
ニ
ほ
く
し
」
と
あ
っ
た
。

上
端
か
ら
四
間
半
、
そ
れ
よ
り
斜
め
に
（
北
に
向
け
て
）
降
っ
て
解
体
し
た

と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
起
指
図
」
に
よ
っ
て
、
北
東
隅
の
上
部
北
側
一
部
が　

逆
三
角
形
の
範
囲
に
修
理
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
石
垣
カ
ル

テ
（
石
垣
現
況
調
査
）・
Ｕ
６
２
（
東
面
）
目
地
線
は
、
宝
暦
積
替
線
を
水
平

方
向
に
線
引
き
し
、
天
端
四
間
半
に
向
け
て
上
昇
し
て
い
な
い
。
焼
損
ま
た

は
昭
和
修
理
の
影
響
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
線
引
き
は
宝
暦
解
体
線
の
記
述
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
四
間
半
は
宝
暦
に
増
設
し
た
明
り
取
り
を
含
む
。

実
際
に
は
明
り
取
り
分
は
、
四
間
半
に
は
含
ま
れ
ず
、
別
工
事
に
な
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
明
り
取
り
用
の
解
体
と
石
垣
修
理
と
は
目
的
が
異
な
る
。

明
り
取
り
位
置
は
東
面
の
み
な
ら
ず
、
南
面
で
も
現
状
と
「
起
指
図
」
で
は

異
な
っ
て
い
る
。「
起
指
図
」
は
手
順
を
示
し
て
は
い
る
が
、
施
工
計
画
図
で

あ
っ
た
。
現
状
と
の
差
異
は
工
事
過
程
で
の
設
計
変
更
の
反
映
な
の
だ
ろ
う

か
。

　

以
上
文
献
と
の
照
合
で
、
積
み
直
し
目
地
線
は
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
一
致

し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
目
地
線
引
き
の
客
観
的
根
拠
は
石
の
大
き
さ
と
質
（
岩

種
）、
割
り
方
（
矢
穴
の
大
き
さ
）、
積
み
方
で
あ
ろ
う
。
慶
長
石
は
奥
で
噛
ま
せ
て

（
奥
の
方
に
接
点
を
設
け
て
）、
表
面
に
は
隙
間
が
で
き
や
す
い
か
ら
、
間
詰
石
が
多

用
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
石
積
み
で
は
全
体
の
整
形
を
進
め
た
か
ら
、
噛
ま
せ
る
面
積

（
接
点
）
が
広
く
な
っ
て
、
表
面
接
点
が
多
く
な
り
、
間
詰
石
使
用
は
少
な
く
な
る
。

矢
穴
に
つ
い
て
も
、
宝
暦
石
垣
に
は
「
牛
の
舌
形
」
と
さ
れ
る
特
異
な
細
長
く
大
型

の
矢
穴
が
あ
っ
て
、
岩
崎
山
現
地
に
も
残
さ
れ
て
い
る
（
高
田
祐
吉
『
名
古
屋
城
石

垣
の
刻
印
』
続
名
古
屋
城
叢
書
２
、一
一
八
頁
）。
こ
の
「
牛
の
舌
形
」
矢
穴
は
時
代

な
い
し
石
工
に
よ
る
技
術
差
か
。

　

宝
暦
修
理
に
て
は
平
築
石
は
お
よ
そ
三
割
が
新
石
に
交
換
さ
れ
、
七
割
は
慶
長
石

を
再
利
用
し
た
と
想
定
し
た
。
慶
長
刻
印
石
も
多
く
が
再
利
用
さ
れ
る
。
慶
長
石
垣

を
残
し
た
近
く
に
て
、
取
り
外
し
石
（
原
位
置
か
ら
移
動
し
た
慶
長
石
）
を
再
使
用

す
れ
ば
、
外
観
上
、
疑
似
的
な
慶
長
石
積
み
に
な
る
。
石
の
大
き
さ
と
質
の
差
に
よ

る
区
別
と
い
う
方
法
が
使
え
な
い
。
旧
石
、
残
置
石
の
再
使
用
で
あ
れ
ば
、
二
種
の

新
旧
矢
穴
が
一
石
に
併
存
す
る
。

　

足
石
（
新
石
）
に
交
換
し
た
場
所
、
新
技
法
を
用
い
た
箇
所
で
は
石
の
切
り
出
し

法
も
変
化
し
て
い
る
か
ら
、
明
確
な
特
徴
・
差
異
が
出
る
。
特
に
隅
石
の
場
合
に
は
、

そ
れ
が
明
瞭
だ
か
ら
外
し
た
石
の
数
と
目
地
線
は
一
致
し
た
。
し
か
し
旧
石
再
利
用

箇
所
は
検
証
が
む
ず
か
し
い
。
足
石
（
新
石
）
所
在
地
を
点
（
ド
ッ
ト
）
に
て
分
布

を
示
す
こ
と
は
高
い
確
率
の
客
観
性
を
持
つ
。
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図版８―１　北面石垣 U061 目地線

図版８―２　西面石垣 U060 目地線

図版８―３　南面石垣 U059 目地線

図版８―４　東面石垣 u062 目地線
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今
回
、
目
地
を
距
離
で
記
録
し
た
文
献
史
料
が
あ
っ
た
か
ら
、
線
引
き
の
妥
当
性

が
点
検
で
き
た
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
稀
で
あ
ろ
う
。
各
地
の
城
跡
で
引
か
れ
て
い

る
目
地
線
も
目
安
で
あ
ろ
う
。

　
『
国
秘
録
』
の
こ
の
箇
所
は
「
御
天
守
御
修
復
之
次
第
并
御
用
懸
之
輩
性
名
掛
札

之
写
」
と
い
う
文
書
を
奥
村
得
義
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
り
、「
起
指
図
」
も
、
宝

暦
当
時
の
尾
張
藩
が
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
写
の
さ
ら
に
転
写
と

は
い
え
、
両
者
と
も
に
同
時
代
史
料
で
あ
る
。

三　
土
層
（
層
序
）
の
再
確
認

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
つ
ぎ
に
発
掘
区
を
読
み
直
す
。
天
守
台
周
囲
、
と
く
に
北
と

西
で
の
９
調
査
区
土
層
断
面
は
歴
史
経
緯
を
共
有
す
る
。
堀
と
し
て
の
形
状
を
四
百

年
間
、
保
ち
つ
づ
け
、
同
じ
目
的
の
土
木
工
事
が
同
じ
時
期
に
行
わ
れ
た
。
よ
っ
て

土
層
は
必
ず
共
通
点
を
も
つ
。
巾
１
〜
２
ｍ
と
、
せ
ま
い
調
査
区
内
だ
か
ら
右
壁
と

左
壁
は
本
質
的
に
は
共
通
で
あ
る
し
、
９
調
査
区
を
通
し
て
基
本
は
共
通
す
る
。
同

じ
工
事
が
同
じ
場
所
、同
じ
Ｔ
．
Ｐ
．（
標
高
）で
行
わ
れ
た
か
ら
、層
序
は
近
似
す
る
。

確
認
し
た
よ
う
に
根
石
底
は
４
・
７
ｍ
で
あ
る
。
そ
の
下
に
０
・
３
ｍ
の
胴
木
と
そ
の

下
に
さ
ら
に
枕
木
が
入
る
（
こ
こ
ま
で
達
し
た
調
査
区
は
な
い
）。
切
土
は
残
さ
れ

た
層
の
直
上
、
一
本
に
し
か
痕
跡
を
残
さ
な
い
。
盛
土
の
方
は
土
が
異
な
れ
ば
短
期

の
工
事
で
も
幾
重
も
の
土
層
を
残
す
。
左
右
の
壁
の
様
相
が
異
な
れ
ば
、
工
事
は
整

然
と
し
て
は
お
ら
ず
、
短
期
間
に
乱
雑
に
、
次
々
に
土
が
投
入
さ
れ
て
埋
め
ら
れ
て

い
た
。
堀
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
平
坦
に
均
し
て
そ
の
工
事
は
留
ま
り
、
終
了

す
る
。

天
守
台
周
囲
の
９
調
査
区
（
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｒ
・
Ｄ
・
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｊ
調
査
区
）

　

天
守
台
周
り
内
堀
で
は
築
城
時
の
慶
長
盛
土
（
石
垣
築
造
後
の
保
全
盛
土
）
を
宝

暦
改
修
時
に
切
り
込
ん
だ
線
が
、
大
半
の
ト
レ
ン
チ
で
確
認
で
き
る
。
慶
長
盛
土
を

切
り
込
ま
な
け
れ
ば
（recuting

）、
欠
損
し
た
慶
長
石
垣
が
取
り
外
せ
ず
、
修
理

が
で
き
な
い
。

　

天
守
台
北
・
西
・
南
・
一
部
東
で
天
守
石
垣
底
に
連
続
す
る
９
調
査
区
（
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｒ
・

Ｄ
・
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｊ
調
査
区
）
が
設
け
ら
れ
た
。
よ
っ
て
調
査
断
面
デ
ー
タ
は

本
来
的
に
は
18
面
、
得
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
い
く
つ
か
の
断
面
を
再
度
見
直
す１４

。

《
Ｇ
区
北
壁
》
Ｄ
―
D’
（
報
告
書
三
五
頁
）

　

天
守
台
西
側
堀
。
19
層
（
上
端
５
・
50
ｍ
）
が
慶
長

時
盛
土
に
該
当
す
る
（
10
Ｙ
Ｒ
３
／
２
が
中
心
、
黒
色

シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
混
じ
る
。
硬
度
計
25
㎜
、
硬
い
）。

こ
の
慶
長
盛
土
19
層
石
垣
際
が
宝
暦
工
事
で
堀
込
ま
れ

た(

土
層
18
、
10
Ｙ
Ｒ
３
／
２
と
10
Ｙ
Ｒ
３
／
３
の
混)

。

18
層
は
切
り
込
み
を
埋
め
た
宝
暦
の
埋
土
で
あ
る
。
宝

暦
の
埋
土
作
業
は
平
坦
に
整
地
さ
れ
、
17
層
で
終
了
し

た
。

　

慶
長
盛
土
の
上
は
５
・
６
ｍ
、
下
は
５
・
３
ｍ
で
あ
る

が
、
調
査
は
こ
の
高
さ
で
止
ま
っ
て
い
る
。
慶
長
盛
土

の
じ
っ
さ
い
は
、
下
に
４
・
７
ｍ
ま
で
続
く
。
慶
長
盛
土

は
厚
さ
１
ｍ
近
く
あ
っ
た
。
後
述
Ｎ
区
（
具
足
多
聞
石

垣
西
方
）
で
確
認
さ
れ
る
版
築
は
切
り
込
み
で
消
え
た
。

　

宝
暦
盛
土
17
層
は
、
５
・
50
〜
５
・
80
ｍ
だ
か
ら
30

図版９　G 区北壁
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㎝
ほ
ど
で
、
こ
こ
で
は
慶
長
盛
土
よ
り
ず
い
ぶ
ん
薄
い
。

《
Ｉ
区
北
壁
》
Ａ-

A’
と
《
Ｉ
区
南
壁
》
Ｂ-

B’
（
報
告
書
四
二
頁
）

　

こ
の
調
査
区
は
一
部
が
深
掘
り
さ
れ
て
い
る
。《
Ｉ
区
北
壁
》
Ａ-

A’
で
築
城
時

盛
土
層
と
さ
れ
る
16
層
（
北
壁
）
は
、
根
石
の
底
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

４
・
７
ｍ
よ
り
も
下
、
４
・
５
ｍ
ま
で
は
確
実
に
及
ん
で
い
る
。
築
城
工
事
中
は
作
業

空
間
と
な
り
、
こ
こ
に
土
は
な
か
っ
た
。
根
石
底
に
胴
木
を
入
れ
る
作
業
は
、
こ
の

空
間
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た（
こ
の
図
の
み
、０
・
４
ｍ
区
切
り
で
図
示
さ
れ
て
い
る
。

他
は
０
・
５
ｍ
区
切
り
で
表
示
）。

《
Ｉ
区
南
壁
》

　
Ｂ-

B’
を
み
る
と
、
部
分
深
掘
り
で
検
出
さ
れ
、
地
山
と
さ
れ
て
い
る
17
層
の
色

は
５
Ｙ
５
／
２
で
、他
の
調
査
区
、

Ｄ
区
で
は「
築
城
期
盛
土
か
地
山
」

と
さ
れ
る
東
壁
８
層
、
西
壁
９
層

に
見
ら
れ
る
土
色
で
あ
る
。
ま
た

16
層
（
盛
土
）、
17
層
と
も
に
硬

度
計
指
数
は
20
〜
23
㎝
で
差
が
な

い
。
Ｃ
地
区
で
の
慶
長
盛
土
は
厚

さ
１
ｍ
ほ
ど
あ
っ
た
。
17
層
の

上
部
は
４
・
９
ｍ
の
高
さ
に
あ
り
、

根
石
底
４
・
７
ｍ
よ
り
も
０
・
２
ｍ

高
い
。
地
山
と
す
る
と
、
手
前
に

あ
る
地
山
を
切
ら
ず
に
枕
木
、
胴

木
、
石
を
据
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
正
し
く
は
盛
土
で
は
な
い

か
。
お
よ
そ
厚
さ
四
尺
１
・
２
ｍ
の
盛
土
（『
金
城
温
古
録
』）
と
す
る
と
、17
の
下
（
未

調
査
範
囲
）
を
含
め
て
か
ら
上
面
11
層
ま
で
が
慶
長
盛
土
か
。

《
Ｄ
区
》（
報
告
書
二
六
頁
）

　

Ｄ
区
は
西
壁(

Ｂ-

B’)

の
土
層
が
東
壁

(

Ｃ-

C’)

と
別
々
に
説
明
さ
れ
て
い
て
、
東

壁
の
１
〜
８
が
西
壁
で
は
１
〜
９
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
東
壁
・
西
壁
の
１
〜
４
は

土
層
注
記
が
全
く
同
文
で
あ
る
。
５
層
の
注

記
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
が
、
西
壁
５
層
10

Ｙ
Ｒ
４
／
３
は
東
壁
５
層
10
Ｙ
Ｒ
４
／
３
と

似
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
同
じ
色

だ
か
ら
同
じ
由
来
の
土
で
あ
ろ
う
。
６
層
は

東
壁
が
10
Ｙ
Ｒ
３
／
４
、
西
壁
が
10
Ｙ
Ｒ
３

／
３
と
色
が
異
な
っ
て
い
る
。
西
壁
７
層
は

10
Ｙ
Ｒ
３
／
４
で
、
土
層
注
記
が
東
壁
６
層

に
き
わ
め
て
類
似
し
、
説
明
で
も
「
東
壁
６

層
に
似
る
」
と
あ
る
。

　

Ｄ
区
東
壁
７
層
は
西
壁
８
層
に
同
じ
色
で

あ
り
、
注
記
も
同
文
、
東
壁
の
８
層
は
西
壁

の
９
層
に
同
色
で
注
記
も
同
文
だ
か
ら
、
同

一
の
土
層
で
あ
る
。
Ｄ
区
西
壁
の
６
層
の
み

が
、
東
壁
に
存
在
し
な
い
独
自
の
土
層
に
な

図版 10　I 区北壁・南壁

図版 11　D 調査区
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る
。
西
壁
の
４
と
６
は
10
Ｙ
Ｒ
３
／
３
で
同
色
で
あ
る
。
同
一
標
高
で
同
色
だ
か
ら
、

由
来
も
共
通
す
る
。
６
は
す
な
わ
ち
４
な
い
し
は
4’
で
あ
り
、
４
の(

準)

同
一
層

と
見
れ
ば
、
左
右
東
西
に
み
え
る
層
序
は
対
称
に
な
り
、
共
通
す
る
。
４
と
６
の
間

に
間
層
の
よ
う
に
５
層
10
Ｙ
Ｒ
４
／
３
が
入
っ
て
い
た
。
連
続
す
る
時
間
帯
に
て
埋

土
作
業
が
行
わ
れ
た
証
左
で
あ
る
。
東
壁
の
７
、８
層
、
西
壁
の
８
（
＝
東
７
）、
９

層
（
＝
東
８
）
が
二
重
曲
線
で
あ
る
こ
と
も
、
一
々
の
整
地
を
せ
ず
に
ど
ん
ど
ん
埋

め
た
経
緯
を
示
し
て
い
る
。
東
壁
・
西
壁
の
層
序
は
基
本
は
同
じ
で
、
作
業
の
時
間

帯
を
投
影
す
る
層
序
で
あ
る
。
報
告
書
は
東
７
、８
（
西
８
、９
）
を
慶
長
盛
土
な
い

し
地
山
と
す
る
け
れ
ど
、
標
高
５
・
７
ｍ
で
、
根
石
底
４
・
７
ｍ
よ
り
１
ｍ
も
高
く
、

地
山
は
想
定
し
づ
ら
い
。

《
Ｃ
区
西
壁
》

　

Ｃ
区
地
山
の
理
解
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
る
（
註
４
）。
報
告
書
で
は
７
層
上

面
５
・
67
ｍ
が
地
山
で
、
10
層
が
地
山
上
位
と
す
る
。
地
山
と
さ
れ
た
５
・
67
ｍ
の

下
部
に
は
斜
め
線
の
層
位
が
９
〜
12
層
ま
で
重
な
る
。
ふ
つ
う
な
ら
ば
、
埋
土
の
過

程
と
考
え
る
。
根
石
底
４
・
７
ｍ
よ
り
、
１
ｍ
も
高
い
こ
と
も
不
自
然
で
あ
る
。
報

告
書
自
身
も
地
山
５
・
67
ｍ
は
他
地
域
よ
り
か
な
り
高
い
、
と
記
す
。
地
山
と
判
断

し
た
根
拠
に
つ
い
て
、
報
告
書
は
「
そ
れ
よ
り
下
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
る
土
層

の
堆
積
が
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
」
と
す
る
が
、
地
層
注
記
で
は
下
位
の
12
層

に
「
暗
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
10
Ｙ
Ｒ
３
／
３
、
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
10
Ｙ
Ｒ
４
／

４
、５
㎝
大
が
混
」と
あ
る
か
ら
、矛
盾
し
た
記
述
に
思
わ
れ
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
、

大
き
な
混
乱
が
生
じ
て
い
た
と
推
測
す
る
。
地
山
上
位
と
さ
れ
た
10
層
の
土
色
は
10

Ｙ
Ｒ
４
／
２
で
、
同
じ
色
は
こ
の
区
に
は
な
い
が
、
Ｂ
区
９
層
（「
宝
暦
期
か
」
と

あ
る
〈
５
・
８
〜
５
・
７
ｍ
〉、
Ｄ
区
東
８
＝
西
９
〈
５
・
８
ｍ
前
後
〉、
Ｉ
区
８
層
（
近

世
埋
土
、〈
北
５
・
８
〜
５
・
４
ｍ
、
南
５
・
９

〜
５
・
３
ｍ
〉、
９
層
〈
北
５
・
５
〜
４
・
８
ｍ
、

南
５
・
４
〜
５
・
０
ｍ
〉、
15
層
〈
北
５
・
２
ｍ

〜
５
・
１
ｍ
以
下
に
続
く
、
南
５
・
２
ｍ
〜
４
・

９
ｍ
〉、
と
広
範
に
あ
る
。
こ
の
色
は
ご
く
一

般
的
な
土
の
よ
う
で
、
ほ
か
に
近
代
表
土
に

も
見
ら
れ
る
け
れ
ど
、
標
高
５
ｍ
前
後
、
同

一
標
高
で
同
じ
色
の
土
で
、
む
ろ
ん
同
時
期

の
一
連
の
工
事
現
場
で
あ
る
。
７
層
以
下
の

傾
斜
す
る
土
層
は
、
ど
こ
か
共
通
の
場
所
か

ら
運
搬
さ
れ
て
き
た
土
と
考
え
る
。
報
告
書

が
こ
れ
ら
斜
め
土
層
を
「
地
業
に
と
も
な
う
」

と
す
る
点
も
疑
問
。
平
行
す
る
数
本
の
斜
め

線
は
埋
土
の
過
程
を
示
す１５

。

　

７
層
以
下
が
水
平
な
13
、
14
、
15
の
前
面
を
斜
め
に
埋
め
て
い
る
。
北
東
隅
の
重

要
地
区
だ
か
ら
、
宝
暦
修
理
時
に
大
き
く
切
っ
て
調
査
し
、
そ
の
の
ち
一
気
に
埋
め

た
。
13
〜
14
層
は
慶
長
盛
土
で
、
15
層
も
５
・
３
ｍ
か
ら
下
に
続
く
。
根
石
底
＝
堀

底
＝
地
山
頂
部
が
４
・
７
ｍ
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
高
い
地
層
は
、
地
山
で
は
な
く
慶

長
盛
土
と
考
え
る
。

〈
地
形
根
切
〉

　

報
告
書
三
頁
、
お
よ
び
調
査
日
誌
に
経
緯
、
ま
た
六
三
頁
に
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、

ま
た
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
七
日
石
垣
部
会
配
布
資
料
に
あ
る
よ
う
に
、
有
識
者

指
導
の
再
開
後
か
ら
、
地
形
根
切
保
全
が
強
調
さ
れ
て
き
た１６

。

図版 12　C 区西壁
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根
切Root cutting

は
地
形
（
地
業
）
に
伴
う
も
の
で
、
多
く
の
城
や
、
ま
た

そ
れ
以
外
の
ふ
つ
う
の
建
築
に
み
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
根
切
が
検
出
さ
れ
な
い
石
垣

も
、
た
と
え
ば
長
崎
奉
行
所
跡
＝
旧
長
崎
県
庁
遺
跡
、
竹
田
市
岡
城
跡
（
岩
盤
上
）、

肥
前
名
護
屋
城
弾
正
丸
（
岩
盤
上
）
な
ど
多
く
が
あ
る
。
海
城
や
台
場
で
は
杭
を
打

ち
十
露
盤
（
枕
木
）
を
置
き
、
そ
の
上
に
土
台
（
胴
木
）
を
載
せ
る
（
第
17
回
『
全

国
城
跡
等
石
垣
整
備
調
査
研
究
会
記
録
集
』
津
山
市
教
育
委
員
会
・
令
和
二
）。
こ

の
よ
う
に
根
切
が
な
く
と
も
力
学
上
問
題
の
な
い
石
垣
は
多
数
あ
る
。
根
切
保
全
論

は
根
切
の
埋
め
方
が
て
い
ね
い
か
ど
う
か
で
保
全
度
が
異
な
る
と
い
う
考
え
の
よ
う

だ
が
、
根
切
の
保
全
が
不
完
全
で
、
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
石
垣
が
緩
ん
だ
り
、
崩

壊
し
た
例
は
お
そ
ら
く
な
い
し
、
そ
う
説
く
論
文
も
み
な
い
（
盛
土
の
上
に
根
石
を

置
い
た
こ
と
が
原
因
で
、
石
垣
が
動
揺
し
や
す
く
、
し
ば
し
ば
積
み
直
し
た
例
に
は

唐
津
城
が
あ
る
。
根
石
自
体
は
動
い
て
い
な
い
。
註
６
）。
根
切
保
全
概
念
で
は
石

垣
根
石
直
前
に
あ
る
地
山
の
存
在
が
大
前
提
に
な
る
。
地
山
は
も
っ
と
も
強
固
な
地

盤
だ
か
ら
、
基
礎
に
は
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
、
整
地
の
た
め
の
盛
土
は
か
え
っ
て
弱

く
な
る
。
地
震
時
の
液
状
化
現
象
で
わ
れ
わ
れ
も
経
験
ず
み
で
あ
る
。
盛
土
上
の
石

垣
構
築
は
極
力
避
け
た
（
唐
津
城
で
は
鞍
部
地
形
で
あ
る
た
め
に
盛
土
を
行
っ
た
）。

築
城
過
程
で
は
根
石
底
の
レ
ベ
ル
ま
で
地
山
を
切
っ
て
堀
底
に
し
、
石
垣
基
礎
・
胴

木
も
地
山
の
上
に
置
く
こ
と
が
合
理
的
で
一
般
的
で
あ
る
。
名
古
屋
城
で
は
堀
底
高

４
・
７
ｍ
か
ら
胴
木
・
枕
木
面
４
・
４
〜
４
・
３
ｍ
に
向
か
っ
て
根
切Root cutting

が
行
わ
れ
た
。
水
平
に
床
掘
し
、
枕
木
を
置
い
て
水
平
に
胴
木
を
据
え
る
た
め
で
あ

る
。
４
・
４
〜
４
・
３
ｍ
よ
り
１
ｍ
以
上
も
高
い
標
高
５
・
67
ｍ
に
地
山
頂
部
が
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
前
方
に
地
形
（
地
業
）
根
切
を
想
定
す
る
こ
と
は
（
Ｃ
区
、
註
４
）、

工
事
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
合
理
的
で
は
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
土
層
は
18
近
く
あ
る

土
層
断
面
の
う
ち
、
５
ｍ
レ
ベ
ル
ま
で
掘
り
下
げ
た
い
ず
れ
に
て
も
検
出
さ
れ
て
い

な
い
。
石
垣
築
造
後
に
、根
切
は
堀
底
も
含
め
て
四
尺
ほ
ど
の
厚
さ
に
盛
土
さ
れ
て
、

完
璧
に
保
全
さ
れ
る
。　
　
　

《
Ｎ
区
北
壁
》

　

つ
ぎ
は
天
守
台
回
り
を
は
ず
れ
、
Ｎ
区
ト
レ
ン
チ
を
み
る
。
小
天
守
西
、
具
足
多

聞
跡
石
垣
西
方
の
調
査
区
北
壁
に
、
慶
長
期
版
築
と
思
わ
れ
る
土
層
が
検
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
慶
長
の
面
、
８
お
よ
び
９
層
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
９
層
は

硬
化
面
が
あ
り
、
二
種
の
シ
ル
ト

が
帯
状
に
堆
積
し
、
版
築
状
に
叩

き
締
め
ら
れ
る
（
硬
度
計
22
〜
28

㎜
）。

10
層
上
端
は
５
・
２
ｍ
で
天
守
台
根

石
底
と
想
定
し
た
４
・
７
ｍ
よ
り

０
・
５
ｍ
高
い
。
９
層
・
10
層
と
も

に
土
色
は
２
・
５
Ｙ
４
／
３
で
共
通

す
る
。
こ
の
色
は
Ｉ
地
区
に
て
、

築
城
期
盛
土
と
判
断
さ
れ
た
16
層

と
同
じ
色
で
あ
る
。
報
告
書
は「
地

山
か
」
と
す
る
が
、
版
築
も
あ
り
、

や
は
り
築
城
期
盛
土
と
み
た
い
。

版
築
は
そ
の
石
垣
際
２
ｍ
に
施
行

さ
れ
た
。
６
層
に
は
瓦
片
が
含
ま

れ
、
宝
暦
盛
土
が
及
ん
で
い
る
よ

う
だ
。
な
ぜ
か
南
壁
の
図
は
掲
載

17
18
19

図版 13　N 区北壁
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さ
れ
て
い
な
い
。

　

慶
長
築
城
時
に
は
版
築
を
施
工
し
た
場
所
も
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
版
築
盛

土
は
上
端
が
５
・
３
ｍ
、
下
端
５
・
10
ｍ
で
あ
っ
た
。
天
守
台
西
面
で
の
版
築
を
と

も
な
う
慶
長
盛
土
は
、
宝
暦
工
事
の
際
、
石
垣
改
修
の
た
め
基
礎
ま
で
掘
り
込
ま
れ

た
の
で
、
大
半
は
消
滅
し
た
。

本
丸
内
堀
に
お
け
る
根
石
の
保
全

　

以
上
、
内
堀
掘
削
と
本
丸
石
垣
築
造
、
お
よ
び
宝
暦
修
理
の
過
程
に
対
応
す
る
内

堀
土
層
断
面
へ
の
現
れ
方
を
、

１
堀
底
ま
で
の
掘
削
（
底
面
は
地
山
＝
熱
田
層
）
４
・
７
ｍ

２
排
土
の
搬
出
と
台
形
成
（
天
守
・
櫓
台
・
本
丸
地
盤
）

３
胴
木
・
枕
木
埋
設
の
た
め
の
地
形
（
地
業
）
→
堀
底
よ
り
地
形
面
（
床
）
へ

の
切
り
込
み
（
床
掘
・
根
切Root cutting

・
石
垣
積
み
上
げ
の
開
始
）
４
・

４
ｍ

４
石
垣
完
成
後
、
根
石
保
護
の
た
め
の
埋
土
（
慶
長
期
盛
土
）
５
・
９
ｍ

５
宝
暦
修
理
工
事
→
石
垣
の
基
部
を
覆
う
慶
長
期
盛
土
へ
の
切
り
込
み

Recutting

６
宝
暦
工
事
後
の
埋
土
（
廃
棄
物
処
理
も
兼
ね
る
）
→
（
瓦
を
含
む
盛
土
）
お

よ
そ
50
㎝

と
考
え
た
。

　

土
層
は
忠
実
に
経
緯
を
示
し
て
い
た
。
堀
底
を
掘
る
場
合
、
地
山
は
根
石
を
置
く

予
定
の
計
画
高
さ
４
・
７
ｍ
ま
で
掘
削
し
て
、
平
ら
に
均
し
た
。
根
石
底
４
・
７
ｍ
よ

り
上
に
地
山
は
な
い
。
堀
底
に
凹
凸
が
残
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
不
自
然
な
様
相
は

な
か
っ
た
。
石
垣
完
成
後
に
石
垣
保
全
を
目
的
と
し
て
四
尺
埋
め
ら
れ
、堀
底
は
５
・

９
ｍ
に
な
っ
た
。
最
後
に
崩
さ
れ
る
運
搬
用
斜
路
の
土
が
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。

四　
本
丸
堀
は
な
ぜ
空
堀
に
な
っ
た
の
か

　

名
古
屋
城
の
堀
は
、
北
側
・
西
側
の
外
堀
（
御
深
井
堀
）
が
水
堀
で
、
二
之
丸
堀

は
、
い
ま
は
空
堀
だ
が
、
江
戸
時
代
に
は
西
鉄
門
か
ら
南
側
を
経
て
東
鉄
門
ま
で
水

堀
だ
っ
た
。
三
之
丸
堀
は
東
御
門
北
が
空
堀
、
東
御
門
か
ら
本
町
御
門
が
水
堀
、
御

園
門
辺
は
空
堀
、
御
園
門
西
方
か
ら
巾
下
門
ま
で
は
水
堀
で
、
御
深
井
堀
は
水
堀
で

あ
る
（「
御
城
廓
之
図
」・
徳
川
美
術
館
所
蔵
）。
本
丸
搦
手
馬
出
堀
は
南
か
ら
東
は

空
堀
だ
が
、
北
へ
は
暫
時
下
が
っ
て
、
水
堀
で
あ
る
御
深
井
堀
に
連
続
し
て
い
た
。

一
番
中
心
に
あ
る
本
丸
内
堀
は
空
堀
だ
っ
た
。
な
ぜ
こ
う
し
た
ち
が
い
や
、
水
堀
と

空
堀
の
混
在
が
あ
る
の
か
。

　

水
堀
は
防
御
性
に
優
れ
る
。
空
堀
は
深
さ
で
防
御
す
る
。
水
堀
は
水
を
得
や
す
い

海
城
や
、
河
川
を
持
つ
城
で
選
択
さ
れ
る
。
伊
勢
湾
や
、
ま
た
瀬
戸
内
の
海
城
は
水

堀
に
な
る
。
五
条
川
べ
り
の
清
洲
城
は
水
堀
だ
っ
た
と
考
え
る
。
海
に
近
い
江
戸
城

は
ほ
と
ん
ど
水
堀
で
、
日
比
谷
入
江
に
由
来
す
る
汐
留
川
・
京
橋
川
・
日
本
橋
川
（
平

川
）
に
直
結
す
る
濠
に
は
海
水
が
入
っ
た
し
、
高
台
の
分
水
嶺
に
あ
る
四
谷
見
附
南

の
真
田
堀
か
ら
、
そ
れ
に
続
く
赤
坂
弁
慶
堀
、
溜
池
へ
と
段
差
で
水
堀
が
連
続
し
た
。

内
堀
の
白
鳥
堀
・
道
灌
堀
は
、
雨
水
、
湧
き
水
で
水
堀
と
な
っ
て
い
る
。
徳
川
氏
の

城
は
江
戸
城
あ
る
い
は
大
坂
城
、
駿
府
城
な
ど
、
い
ず
れ
で
も
水
堀
志
向
だ
っ
た
し
、

他
の
大
名
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

　

名
古
屋
城
は
水
路
の
な
い
台
地
上
に
築
か
れ
た
け
れ
ど
、
三
之
丸
一
部
を
水
堀
に

し
、
お
な
じ
く
台
地
上
の
二
之
丸
堀
も
大
半
、
水
堀
に
し
た
。
本
丸
搦
手
馬
出
堀
は
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対
岸
、
御
深
井
御
殿
へ
の
船
に
よ
る
往
来
が
あ
っ
た
か
ら
、
利
便
性
の
観
点
か
ら
陸

地
（
空
堀
）
で
あ
っ
た
。
本
丸
堀
は
空
堀
で
あ
る
が
、
大
雨
が
降
る
と
し
ば
ら
く
の

間
湛
水
し
て
い
る
。
水
堀
を
選
ぶ
の
か
、
空
堀
を
選
ぶ
の
か
。
そ
の
選
択
に
は
、
か

な
ら
ず
判
断
理
由
・
必
然
性
が
あ
る
。

　

巨
大
天
守
は
ふ
つ
う
本
丸
の
中
央
に
置
か
れ
、
独
自
の
台
を
持
つ
。
江
戸
城
・
大

坂
城
・
姫
路
城
・
熊
本
城
ほ
か
で
あ
る
。
大
型
天
守
は
独
自
の
天
守
台
を
持
つ
も
の

が
多
数
と
考
え
る
。
江
戸
城
寛
永
度
天
守
の
高
さ
は
45
ｍ
、
天
守
台
の
高
さ
は
14
ｍ

で
あ
る
。
名
古
屋
城
の
場
合
天
守
は
36
ｍ
、
天
守
台
は
東
側
で
約
12
・
５
ｍ
、
西
側

と
北
側
が
空
堀
で
約
20
ｍ
に
な
る
。

　

堀
（
水
堀
）
に
面
す
る
巨
大
天
守
は
名
古
屋
城
の
兄
弟
城
た
る
駿
府
城
が
あ
る
。

ほ
か
に
も
広
島
城
、
松
本
城
、
萩
城
、
讃
岐
高
松
城
、
八
代
城
な
ど
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
天
守
は
名
古
屋
城
よ
り
低
い
し
、
天
守
台
石
垣
の
高
さ
も
名
古
屋
城
ほ
ど
に
高

い
も
の
は
な
い
（
高
松
城
で
14
ｍ
、
八
代
城
で
12
ｍ
）。

　

巨
大
な
名
古
屋
城
天
守
は
空
堀
に
接
し
て
い
た
。
本
丸
の
隅
角
に
あ
っ
て
、
高
石

垣
を
持
ち
、か
つ
深
い
空
堀
に
面
す
る
。
熊
本
城
で
あ
れ
ば
天
守
で
は
な
く
、櫓
（
宇

土
櫓
ほ
か
）
の
位
置
が
類
似
す
る
。
宇
土
櫓
の
高
さ
は
19
ｍ
で
名
古
屋
城
天
守
の
約

半
分
、
高
石
垣
は
20
ｍ
で
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
稀
有
で
孤
高
の
巨
大
天
守
に
思
わ

れ
る
。
名
古
屋
城
天
守
特
有
の
規
模
・
構
造
と
堀
、
そ
し
て
石
垣
を
支
え
る
根
石
の

構
造
は
一
連
の
設
計
で
一
体
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
歪
み
で
も
窓
は
開
か
な
く
な
る
。

天
守
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。
水
堀
で
あ
れ
ば
ど
う

保
全
で
き
る
の
か
、空
堀
で
あ
れ
ば
ど
う
保
全
す
る
の
か
。
名
古
屋
城
独
自
の
工
夫
・

配
慮
が
あ
っ
た
。

　
『
金
城
温
古
録
』
に
は
、
名
古
屋
城
の
石
垣
根
石
は
埋
土
に
よ
っ
て
保
全
す
る
と

書
か
れ
て
い
た
。
枕
木
・
胴
木
は
相
互
に
杭
や
継
手
で
動
か
な
い
よ
う
に
措
置
さ
れ

て
い
た
し
、
空
隙
部
に
は
ガ
ラ
石
・
砂
利
・
土
を
入
れ
る
。
さ
ら
に
根
石
前
面
も
厚

く
埋
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
枕
木
・
胴
木
・
根
石
、
い
ず
れ
も
水
平
移
動
・
垂

直
移
動
の
可
能
性
は
な
く
な
る
。
土
で
前
面
と
上
部
を
厚
く
梱
包
さ
れ
れ
ば
、
も
は

や
根
石
が
動
く
こ
と
は
な
い
。
空
堀
で
あ
る
本
丸
内
堀
で
は
最
善
の
保
全
方
法
で

あ
っ
た
。
地
震
時
に
動
く
確
率
が
高
い
の
は
、
根
石
以
外
の
上
段
・
中
段
で
あ
ろ
う
。

天
守
を
は
じ
め
と
す
る
櫓
群
を
上
に
い
た
だ
く
本
丸
石
垣
で
は
埋
土
保
全
法
が
採
択

さ
れ
た
。
内
堀
が
空
堀
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
保
全
策
故
か
と
想
定
し
て
い
る
。
水

堀
は
機
能
上
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
水
確
保
の
た
め
に
深
さ
を
求
め
る
。
水

堀
で
の
埋
土
保
全
法
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
空
堀
で
し
か
採
用
さ
れ
な
い
。

序
数
石
が
こ
れ
ま
で
本
丸
内
堀
で
し
か
見
つ
か
ら
な
い
の
も
、
こ
の
た
め
か
と
想
定

し
て
い
る
。
大
地
震
で
は
差
が
出
た
の
で
は
な
い
か
。

　

盛
土
は
慶
長
に
一
度
、
宝
暦
に
一
度
、
の
ち
戦
後
に
も
行
わ
れ
た
。
調
査
区
の
地

層
に
明
ら
か
で
あ
る
。
宝
暦
工
事
で
は
胴
木
は
再
利
用
し
た
が
、
根
石
は
交
換
し
て

い
た
。
宝
暦
工
事
に
お
け
る
慶
長
盛
土
へ
の
切
り
込
み
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
ト
レ
ン
チ

断
面
で
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
宝
暦
修
理
終
了
後
に
も
埋
土
が
行
わ
れ
て
い
る
。
堀
は

深
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
む
や
み
に
埋
め
な
い
は
ず
だ
が
、
宝
暦
工
事
後
に

も
再
埋
土
を
し
た
。
瓦
が
含
ま
れ
る
か
ら
廃
棄
物
処
理
も
兼
ね
て
い
た
。
結
果
と
し

て
本
丸
内
堀
石
垣
は
慶
長
盛
土
、
宝
暦
盛
土
の
重
量
で
二
重
に
保
全
さ
れ
て
き
た
と

い
え
る
。

　

名
古
屋
城
の
堀
は
水
堀
と
空
堀
が
混
在
す
る
。
本
丸
内
堀
は
空
堀
に
す
る
必
然
性

が
あ
っ
た
。
名
古
屋
城
天
守
は
本
丸
の
隅
に
あ
っ
て
、
深
い
堀
に
面
し
て
い
た
。
天

守
の
荷
重
を
石
垣
が
受
け
た
。
天
守
台
石
垣
は
完
璧
な
強
度
を
要
求
さ
れ
、
い
か
な

る
地
震
に
も
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
基
礎
は
通
常
の
数
倍
の
強
さ
を
持
っ
た
け
れ

ど
、
宝
永
地
震
な
ど
の
影
響
は
免
れ
得
ず
、
宝
暦
修
理
の
着
手
に
至
り
、
天
守
台
四

20
21
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隅
の
う
ち
、
北
西
隅
は
根
石
構
造
が
変
更
さ
れ
た
。

五　
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト　
石
垣
技
術
・
敷
葉
工
法

　

遺
構
に
は
残
り
づ
ら
い
た
め
、
現
在
で
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
石
垣
保
全
上
、

重
視
す
べ
き
技
術
・
視
点
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

　

慶
長
地
震
に
て
加
藤
清
正
を
は
じ
め
、
諸
大
名
が
伏
見
城
天
守
の
崩
壊
を
目
撃
し

た
。
安
易
な
石
垣
積
み
を
大
名
ら
は
固
く
戒
め
た
。
江
戸
時
代
に
は
地
震
へ
の
備
と

工
夫
を
主
眼
に
、
石
垣
が
積
ま
れ
て
い
た
。

　

甲
府
城
天
守
台
で
は
既
存
石
垣
の
内
部
に
石
積
み
が
あ
っ
た
（『
甲
府
城
跡
』
Ⅳ
、

一
九
九
六
）。
地
中
石
垣
・
裏
石
垣
・
地
中
梁
と
呼
称
し
て
い
る
。
整
然
と
し
た
端

正
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
土
留
効
果
を
目
的
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
駿
府

城
天
守
台
に
は
石
垣
表
面
に
垂
直
な
グ
リ
石
の
埠
頭
状
の
列
、
多
数
が
あ
っ
た
し

（「
仕
切
り
石
列
」
と
よ
ぶ
）、
福
岡
城
上
ノ
橋
門
石
垣
で
も
同
様
の
遺
構
が
検
出
さ

れ
て
い
る
（「
裏
ご
め
内
石
列
」
と
仮
称
）。
い
ず
れ
も
ハ
ー
ド
面
で
の
地
震
対
策
、

グ
リ
石
の
動
揺
を
防
ぐ
装
置
だ
っ
た
と
推
測
す
る
。
こ
う
し
た
先
人
の
配
慮
は
目
に

見
え
な
い
場
所
に
し
か
残
さ
れ
な
い
の
で
、
表
面
観
察
の
限
り
で
は
気
づ
か
な
い
。

　

古
来
、
敷
粗
朶
・
敷
歯
朶
（
敷
葉
）
工
法
が
あ
っ
た
。
古
代
の
古
墳
や
大
宰
府
水

城
、
狭
山
池
の
堤
防
、
ま
た
藤
原
京
・
平
城
京
な
ど
軟
弱
地
盤
上
の
道
路
建
設
な
ど

で
使
用
さ
れ
た
。
発
掘
調
査
で
は
歯
朶
の
葉
は
土
中
か
ら
出
た
瞬
間
は
緑
を
保
っ
て

い
た
と
い
う
。
古
代
人
は
土
中
に
あ
っ
て
、
空
気
に
触
れ
な
け
れ
ば
、
葉
が
腐
朽
し

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

　

敷
葉
工
法
は
、
中
国
大
陸
由
来
の
知
識
で
あ
る
。
狭
山
池
は
数
層
に
お
よ
ん
で
樫

の
葉
と
枝
が
敷
か
れ
て
い
た
。
柳
な
ど
の
枝
を
用
い
た
粗
朶
沈
床
（
敷
粗
朶
）
工
法

は
現
在
で
も
河
川
管
理
技
術
に
用
い
ら
れ
て
い
る２２

。

　

敷
葉
の
方
は
現
在
で
は
お
そ
ら
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
中
近
世

の
事
例
は
あ
る
（
笹
岡
城
土
塁
〈『
二
俣
城
跡
・
鳥
羽
山
城
跡
総
合
調
査
報
告
書
』

二
〇
一
七
〉、
松
江
城
城
下
町
・
武
家
屋
敷
土
手
〈『
城
山
北
公
園
線
都
市
計
画
街
路

事
業
に
伴
う
松
江
城
下
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
４
、二
〇
一
四
〉
な
ど
）。
時
代

を
通
じ
て
の
普
遍
的
な
土
木
工
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
下
は
近
世
の
石
垣
築
造
に
お
い
て
、
歯
朶
が
敷
か
れ
た
事
例
で
あ
る
。
天
保

十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
段
階
に
干
拓
地
の
石
垣
で
歯
朶
の
「
締
」（
束
で
あ
ろ
う
）

が
大
量
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
肥
後
国
銭
塘
、
学
料
開
干
拓
で
の
石
垣
工
事
で
あ
る

（『
新
熊
本
市
史
』
近
世
Ⅲ
６
５
６
・
個
人
蔵
）。「
学
料
開
」
は
藩
校
時
習
館
の
維
持

費
を
負
担
す
る
干
拓
地
で
あ
る
。
海
辺
に
石
垣
を
積
む
時
に
、
多
量
の
歯
朶
を
使
っ

て
い
る
。

Ａ
　

歯
朶
七
百
五
十
締
（
一
締
に
つ
き
代
金
五
分
、
以
下
も
同
じ
で
一
文
の
半
分
。
計

三
百
七
十
五
目
）。

　
「
石
垣
敷
き
し
た
（
歯
朶
）」、「
裏
建
し
た
」（「
石
垣
裏
建
し
た
」）
と
あ
る
。
石

垣
工
事
で
「
敷
く
歯
朶
」
の
意
味
で
、「
裏
建
」
は
裏
側
（
海
側
で
は
な
く
、
陸
側
）

の
石
垣
の
意
味
か
、
あ
る
い
は
石
垣
裏
（
背
後
）
の
意
味
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

Ｂ
　

歯
朶
八
千
四
百
締
（
代
四
貫
二
百
目
）

　
「
挟
し
た
」（
は
さ
み
歯
朶
）
と
あ
る
か
ら
、
ど
こ
か
の
位
置
に
挟
む
シ
ダ
。
代
金

は
同
じ
く
、
五
分
。
割
石
が
一
つ
に
つ
き
一
匁
。
割
石
の
半
分
の
値
段
で
あ
る
。
縄

は
一
束
二
匁
。
シ
ダ
は
縄
の
四
分
一
で
安
い
け
れ
ど
、
割
石
の
半
額
だ
か
ら
高
額
と

も
い
え
る
。
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Ｃ
　

塘
の
長
さ
は
千
五
百
七
十
五
間
、
歯
朶
十
一
万
六
千
百
九
十
五
締
を
使
用
。

Ｄ
　

五
万
八
千
九
十
締

　

Ｄ
は
右
記
Ｃ
が
五
割
増
に
な
っ
た
、
と
あ
る
分
。
Ｃ
、
Ｄ
で
総
計
十
八
万
締
弱
だ

か
ら
、
た
だ
な
ら
ぬ
数
の
歯
朶
の
締
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
し
た
（
歯
朶
）
押
さ
え
の
竹
」
を
「
荒
見
」
に
敷
い
た
と
あ
る
か
ら
、
歯
朶
束

と
竹
を
組
み
合
わ
せ
て
も
い
る
。「
間
通
五
締
」、
長
さ
一
間
に
歯
朶
五
締
で
、
ぐ
り

石
に
つ
い
て
も
「
間
通
一
坪
一
合
」
と
あ
る
。「
間
通
」
に
歯
朶
と
ぐ
り
石
を
置
い

た
ら
し
い
。
塘
は
根
置
・
留
・
高
が
長
さ
の
単
位
で
示
さ
れ（
以
上
の
単
位
は
間
、合
）、

間
通
は
面
積
を
単
位
と
す
る
（
単
位
は
坪
に
続
い
て
、
合
）。「
な
る
た
け
厚
く
し
な

い
と
、
歯
朶
が
一
つ
に
な
っ
て
、
潮
が
漏
れ
る
」
と
も
あ
る
。

　

敷
き
葉
工
法
は
敷
き
粗
朶
工
法
が
主
流
だ
が
、
歯
朶
も
多
い
。
近
世
の
石
垣
で
も

歯
朶
が
使
わ
れ
て
い
た
。
敷
き
歯
朶
の
目
的
だ
が
、
石
に
も
土
手
に
も
使
用
し
て
い

る
の
で
、
石
垣
と
土
手
の
地
形
（
地
業
）
の
強
化
に
関
わ
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
古

墳
時
代
の
敷
き
粗
朶
工
法
と
共
通
性
が
あ
る
。
干
拓
堤
防
の
石
垣
は
、
日
常
的
に
海

水
と
波
浪
の
影
響
を
受
け
る
し
、
台
風
時
に
は
強
い
外
圧
が
か
か
る
。
石
垣
が
崩
れ

れ
ば
、干
拓
耕
地
と
村
が
壊
滅
す
る
。グ
リ
石
の
動
揺
に
は
特
段
の
配
慮
が
必
要
だ
っ

た
。

　

城
郭
石
垣
の
基
礎
工
事
に
こ
の
工
法
が
用
い
ら
れ
た
事
例
が『
明
良
洪
範
』（
巻
八
）

に
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
城
普
請
で
担
当
し
た
加
藤
清
正
家
中
・
森
本
儀
太
夫
が
十

歳
か
ら
十
三
四
歳
ま
で
の
子
供
に
萱
を
踏
ま
せ
て
、
沼
を
固
め
た
。
工
事
は
遅
れ
た

も
の
の
、
萱
踏
を
せ
ず
に
早
く
に
石
垣
が
完
成
さ
せ
て
い
た
浅
野
長
晟
家
で
は
、
大

雨
で
そ
の
石
垣
が
崩
れ
て
再
度
築
き
直
し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
萱
は
低
湿
地
に
お
け

る
敷
き
粗
朶
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
名
古
屋
城
で
も
御
深
井
丸
ほ
か
で
こ
の
工
法
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

森
本
儀
太
夫
に
関
し
て
は
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
を
訪
ね
て
墨
書
銘
文
を
残
し
た
森
本
右
近
太
夫
一
房
が
お
り
、
そ
の
父
森

本
儀
太
夫
一
吉
も
銘
文
中
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
儀
太
夫
が
『
明
良
洪
範
』
の
人

物
と
な
る
。
一
房
の
一
行
は
寛
永
九
年
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
図
面
で
あ
る
「
祇
園

精
舎
図
」（
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
所
蔵
）
を
作
成
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
作
事
普

請
を
家
業
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
銘
文
中
に
は
「（
略
）
尾
州
ノ
国
名
谷
之
都

後
室
其
老
母
者
□
明
信
大
姉
（
略
）」
と
み
え
る
。
後
室
は
儀
太
夫
の
妻
で
名
古
屋

出
身
者
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
摂
州
北
西
池
田
の
住
人
と
記
さ
れ
た
森
本
儀
太
夫

が
名
古
屋
に
関
連
す
る
と
し
た
ら
、
加
藤
清
正
に
従
っ
て
名
古
屋
城
を
築
城
し
た
時

で
あ
ろ
う
。
石
垣
普
請
の
名
手
で
あ
っ
た
か
ら
、
失
わ
れ
た
名
古
屋
城
天
守
台
北
西

隅
の
銘
文
石
に
は
彼
の
名
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。『
肥
後
国
誌
』
を
著
述
し

た
森
本
一
瑞
の
祖
で
も
あ
る２３

。

　
「
挟
み
歯
朶
」
や
粗
朶
を
不
織
布
な
ど
の
機
能
が
類
似
す
る
素
材
に
置
き
換
え
た

も
の
が
、
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
工
法
で
あ
る
。
グ
リ
石
の
動
揺
を
防
ぐ
上
で
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
。
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
語
感
は
新
し
い
。
し
か
し
敷
葉
・

敷
枝
（
敷
繊
維
）
工
法
そ
の
も
の
は
、
伝
統
的
で
普
遍
的
で
あ
る
。
素
材
は
現
代
の

も
の
に
代
替
さ
れ
て
も
、
発
想
は
古
代
中
世
以
来
の
ア
ジ
ア
的
技
術
と
い
え
、
そ
の

継
承
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

　

特
別
史
跡
熊
本
城
跡
の
馬
具
櫓
は
積
み
直
し
・
再
建
工
事
を
し
て
ま
も
な
く
、
平

成
二
十
八
年
熊
本
地
震
で
崩
壊
し
た
（
整
備
報
告
書
は
同
年
三
月
末
日
の
日
付
で
刊

行
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
お
よ
そ
一
か
月
後
に
崩
壊
し
た
）。
二
度
に
わ
た
る
震

度
７
に
は
耐
え
た
け
れ
ど
、
そ
の
あ
と
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
震
度
３
か
ら
４
の
余
震
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で
グ
リ
石
が
下
が
り
、
本
震
後
一
ヶ
月
弱
で
崩
壊
し
た
。
地
震
で
崩
壊
し
た
石
垣
は

馬
具
櫓
以
外
に
も
西
大
手
門
な
ど
、
平
成
に
国
庫
補
助
事
業
で
新
た
に
積
み
替
え
た

り
、
新
規
に
積
ん
だ
石
積
が
多
い
。
創
建
時
の
慶
長
石
垣
が
残
る
一
方
で
、
近
年
の

石
積
が
崩
壊
し
て
い
っ
た
。
新
規
修
理
で
は
何
か
が
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
わ
た
し
は

馬
具
櫓
修
理
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
た
。
議
論
の
な
か
で
保
全
、
と
り
わ
け

地
震
へ
の
対
策
、
グ
リ
石
抑
え
の
発
想
を
全
く
欠
い
て
い
た
こ
と
に
責
任
を
痛
感
し

て
い
る
。
同
じ
轍
は
踏
ん
で
は
な
ら
な
い
。

　
『
石
垣
整
備
の
手
引
き
』
は
石
垣
の
価
値
と
保
全
の
基
本
を
「
歴
史
の
証
拠
」
の

維
持
、「
安
定
し
た
構
造
体
」
の
保
持
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
安
定
し
た
構

造
体
」
が
下
部
に
あ
る
。
い
か
に
歴
史
情
報
を
残
そ
う
と
し
て
も
、崩
壊
す
れ
ば
「
歴

史
の
証
拠
」
は
失
わ
れ
る
。

　

東
海
地
方
は
や
が
て
巨
大
地
震
が
起
き
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
危
険
は
排
除
し

た
い
。
伝
承
す
べ
き
技
術
と
背
景
に
あ
っ
た
気
構
え
・
心
が
途
切
れ
て
は
い
な
い
か
。

技
術
（
ソ
フ
ト
・
心
）
に
つ
い
て
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
な
い
。
ハ
ー
ド
面
で
も
、

ソ
フ
ト
面
で
も
、
近
世
石
垣
・
四
百
年
の
歴
史
、
先
学
、
先
達
の
装
置
・
技
術
・
心

を
継
承
し
た
い
。〈
服
部
〉

註１　

藤
井
重
夫
「
大
坂
城
石
垣
符
号
に
つ
い
て
」（『
大
坂
城
の
諸
研
究
』
岡
本
良
一
編
、一
九
八
二
）
に
よ
れ
ば
、

「
符
号
」
と
は
「
大
名
の
家
紋
を
は
じ
め
と
し
て
、
文
字
や
多
種
多
様
な
記
号
類
な
ど
」
で
あ
り
、
刻
印

と
墨
書
に
大
別
さ
れ
る
と
す
る
。

２　

高
田
祐
吉
『
名
古
屋
城
石
垣
の
刻
紋
』（
続･

名
古
屋
城
叢
書
２
、一
九
九
九
）、
同
『
名
古
屋
城
―
石

垣
刻
紋
印
が
明
か
す
築
城
秘
話
―
』（
二
〇
〇
一
）、
同
『
特
別
史
跡　

名
古
屋
城
天
守
䑓
石
垣
の
刻
紋
』

（
一
九
八
九
）
な
ど
。

髙
田
氏
は
名
古
屋
城
に
お
け
る
市
に
よ
る
文
化
財
的
調
査
が
本
格
化
す
る
前
か
ら
、
在
野
で
石
垣
調
査
を

実
践
し
て
き
た
。
本
丸
搦
手
馬
出
石
垣
解
体
の
際
に
も
、
刻
印
や
墨
書
類
の
記
録
と
資
料
化
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
。

３　

註
１
掲
の
藤
井
論
文
の
ほ
か
、築
城
史
研
究
会
（
藤
井
重
夫
）『
大
阪
城
石
垣
調
査
報
告
書
』（
二
〇
〇
六
）

に
よ
る
。
ま
た
、
後
者
の
文
中
で
、
渡
辺
武
『
図
説
再
見
大
阪
城
』（
一
九
八
三
）
の
な
か
で
使
わ
れ
て

い
る
「
段
数
刻
印
」
と
い
う
呼
称
も
紹
介
し
て
い
る
。

４　

地
山
高
さ
は
『
特
別
史
跡
名
古
屋
城
跡　

天
守
台
周
辺
発
掘
調
査
報
告
書
』（
二
〇
一
九
年
、一
〇
〇
頁
、）

お
よ
び
「
天
守
台
周
辺
石
垣
調
査
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
」（
石
垣
部
会
添
付
資
料
・
資
料
２　

参
考
―
２
）
に
記
述
が
あ
っ
て
、
北
堀
で
５
・
０
〜
５
・
６
ｍ
・
西
堀
で
４
・
５
〜
４
・
９
ｍ
と
あ
る
。
地
山

と
さ
れ
た
５
・
６
ｍ
は
Ｃ
調
査
区
の
西
壁
断
面
に
見
え
る
７
層
上
面
５
・
67
ｍ
を
指
す
。
発
掘
で
確
認
で

き
た
根
石
底
は
南
西
で
４
・
７
ｍ
、
北
東
で
も
同
様
と
推
定
で
き
る
。
石
垣
底
面
が
三
方
で
同
じ
高
さ
な

の
に
（
後
述
）、
根
石
底
よ
り
１
ｍ
も
高
い
地
山
が
堀
底
の
一
部
に
あ
る
と
い
う
の
は
不
自
然
で
、
堀
底

の
形
状
は
平
坦
で
は
な
く
、
高
低
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
構
造
が
、
も
し
名
古
屋
城
内
堀
で

採
用
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
天
守
台
周
囲
に
は
九
本
も
の
調
査
区
が
設
置
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
他
の
八
カ

所
の
断
面
い
ず
れ
か
に
、
か
な
ら
ず
現
れ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
が
ま
っ
た
く
な
い
。
地
山
に
関
す
る
判
断

に
つ
い
て
は
詳
細
を
後
述
す
る
（
本
稿
一
二
二
頁
）。

５　

胴
木
に
つ
い
て
、「
土
台
木
」
の
語
を
使
用
す
べ
き
だ
と
い
う
提
案
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
が
、「
土

台
」
は
「sill, groud sill,

上
部
荷
重
を
基
礎
に
伝
え
る
た
め
、
柱
の
下
部
を
連
結
す
る
水
平
材
」（『
建

築
用
語
辞
典
』）
で
、
建
築
用
の
木
で
あ
る
。
城
郭
で
も
柱
、
根
太
掛
け
な
ど
を
受
け
る
水
平
材
と
し
て

多
用
さ
れ
る
。
土
台
木
と
い
う
言
葉
は
、
胴
木
で
は
な
い
こ
の
建
築
材
を
意
味
す
る
用
法
が
一
般
的
で
あ

る
。
よ
っ
て
本
稿
は
胴
木
、
な
い
し
は
史
料
に
見
え
る
「
敷
松
」、「
根
固
め
丸
太
」
の
語
を
使
用
す
る
。

６　

御
深
井
丸
側
の
石
垣
に
つ
い
て
は
根
石
の
構
造
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
も
し
盛
土
の
上
に
築
か
れ
て
い
る

の
な
ら
、
脆
弱
な
石
垣
と
な
る
。
曲
輪
の
面
積
が
確
保
で
き
な
い
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
盛
土
し
た
上
に

石
垣
を
構
築
し
た
例
は
、
唐
津
城
（
肥
前
）
が
あ
る
。
石
垣
の
積
み
替
え
痕
跡
（
目
地
線
）
が
六
回
分
検
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出
さ
れ
る
と
さ
れ
、
石
垣
が
弱
い
事
例
と
さ
れ
る
。
根
石
は
動
い
て
い
な
い
。
本
稿
一
二
四
頁
。『
唐
津

城
跡
本
丸
１
』、『
唐
津
城
跡
本
丸
２
』
二
〇
一
五
、『
唐
津
城
大
解
剖
』
二
〇
一
七
、
い
ず
れ
も
唐
津
市

教
育
委
員
会

７　

根
石
を
傾
け
て
前
面
（
外
側
）
を
高
く
す
る
場
合
、
胴
木
は
一
本
に
な
る
。『
福
岡
城
跡　

福
岡
城
中
堀

跡
の
調
査
』
一
九
九
七
。

８　

発
掘
中
、
５
・
65
ｍ
か
ら
「
湧
水
」
が
あ
っ
た
と
記
述
さ
れ
る
が
、
恒
常
的
な
湧
水
の
意
味
で
は
な
く
、

一
時
的
な
出
水
、
雨
水
の
浸
出
と
の
こ
と
で
あ
る
。

９　

御
深
井
丸
の
東
、
塩
蔵
構
の
石
垣
に
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
成
立
の
「
西
春
日
井
郡
」
な
る

朱
筆
書
き
や
ド
リ
ル
の
痕
跡
が
あ
る
（
高
田
祐
吉
『
名
古
屋
城
石
垣
の
刻
印
』
続
名
古
屋
城
叢
書
２
、

一
二
〇
・
四
八
頁
）。

10
『
仕
様
之
大
法
』
の
み
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

右
足
石
（
略
）
長
九
尺
か
ら
一
丈
ま
で

右
之
外 

小
牧
村
辺
・
小
金
山
・
白
鳥
御
材
木
場
・
太
鼓
櫓
御
堀
内
等
、
前
々
よ
り
有
来
候
御
石
垣
石
御

場
所
江
取
入
、
夫
々
足
石
ニ
相
用
候

白
鳥
御
材
木
場
以
下
は
石
切
場
で
は
な
い
け
れ
ど
、
慶
長
残
置
石
が
若
干
あ
っ
て
、
足
石
に
な
っ
た
。
小

金
山
は
水
野
村
か
（
蓬
左
文
庫
蔵
「
尾
張
志
付
図
春
日
井
郡
」、「
水
野
山
御
狩
場
御
道
筋
絵
図
」）。

11　

石
垣
調
査
で
は
岩
種
ご
と
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い
て
、
北
西
隅
石
は
す
べ
て
花
崗
岩
類
に
な
っ
て
い
る
。

別
に
足
場
を
組
ん
で
い
た
と
き
の
観
測
デ
ー
タ
が
石
材
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
て
い
て
、
花
崗
岩
類
、
花
崗

班
岩
、
花
崗
閃
緑
岩
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
隅
石
は
花
崗
班
岩
が
四
つ
、
花
崗
閃
緑
岩
が
三
つ
で
、
残
り

十
七
石
は
花
崗
岩
類
と
あ
る
。
三
番
石
、
す
な
わ
ち
序
数
詞
が
な
く
、
宝
暦
新
石
で
あ
っ
て
岩
崎
山
石
か

と
推
定
さ
れ
る
石
は
花
崗
閃
緑
岩
と
さ
れ
て
い
る
。
花
崗
岩
と
花
崗
閃
緑
岩
の
ち
が
い
は
成
分
比
で
産
地

は
同
じ
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
岩
崎
山
石
か
ら
は
花
崗
閃
緑
岩
も
産
出
し
た
よ
う
だ
。

12　

深
さ
に
つ
い
て
、
井
戸
な
ど
で
は
「
間
」
を
含
む
記
述
が
あ
り
、「
深
さ
曲
尺
十
二
間
」
と
あ
る
。
井
戸

黄
金
水
は
こ
れ
を
六
尺
で
計
算
し
た
場
合
で
も
、
ケ
ー
ソ
ン
敷
設
時
の
実
測
値
よ
り
深
く
な
る
の
で
、
一

間
六
尺
（
曲
尺
）
だ
っ
た
と
考
え
て
お
く
。
縄
で
計
測
し
た
か
ら
、
六
尺
で
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

13　

現
段
階
に
至
る
ま
で
石
垣
カ
ル
テ
は
い
く
ど
も
線
引
き
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
紀
要
前
号
の
深
谷
淳
論
考

に
は
北
（
Ｕ
61
）
お
よ
び
西
（
Ｕ
60
）
の
二
面
が
、
ま
た
木
村
有
作
論
考
に
は
北
（
Ｕ
61
）、
東
（
Ｕ
62
）、

南
面
（
Ｕ
59
）
で
の
目
地
線
を
示
す
図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
一
二
二
、一
二
三
頁
）。
そ
れ
ぞ
れ
に
調
査

の
時
期
差
が
あ
っ
て
、
線
引
き
が
異
な
っ
て
い
る
。
線
引
き
の
困
難
さ
を
反
映
し
よ
う
。
北
面
と
西
面
に

つ
い
て
は
最
終
見
解
と
し
て
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
九
日
作
成
の
も
の
が
同
年
十
二
月
二
十
七
日
石
垣

部
会
配
布
資
料
と
し
て
電
子
公
開
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
紀
要
に
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
が
引
用
し
た
段
階

の
線
引
き
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
東
面
、
南
面
は
以
下
に
図
示
す
る
。

https://w
w

w
.nagoyajo.city.nagoya.jp/tenshu_inform

ation/uploads/88da5ead80aa8ee9

4d43caa30c4fd097.pdf

14 

一
部
は
発
掘
デ
ー
タ
整
理
中
〈
報
告
書
未
刊
〉。
両
壁
の
う
ち
片
側
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
例
や
、
大
正
期

の
試
掘
坑
に
重
な
っ
た
例
も
あ
る
。

15 

土
の
採
取
場
所
に
つ
い
て
は
『
国
秘
録
』
に
「
今
般
御
堀
築
埋
候
土
取
場
之
儀
、
御
深
井
丸
之
内
四
ヶ
所

并
御
宮
後
御
園
御
門
之
内
に
て
堀
取
候
調
に
御
座
候
得
共
、
程
遠
き
所
よ
り
持
運
候
よ
り
も
先
達
て
一
往

御
吟
味
有
之
候
、
御
天
守
近
辺
御
堀
繰
出
し
に
も
可
被
仰
付
哉
之
場
所
を
見
立
、
格
好
宜
今
般
土
堀
取
置
」

と
あ
る
。

16https://w
w

w
.nagoyajo.city.nagoya.jp/tenshu_inform

ation/uploads/88da5ead80aa8ee94

d43caa30c4fd097.pdf

17 

石
垣
の
盛
土
保
全
は
仙
台
城
で
も
報
告
さ
れ
て
い
て
、
捨
て
石
を
含
ん
だ
５
ｍ
の
盛
土
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。『
仙
台
城
本
丸
１
次
調
査
』
仙
台
市
教
育
委
員
会
・
二
〇
〇
九
。
唐
津
城
で
も
根
石
一
石
分
で
あ
る
が
、

50
㎝
盛
土
、
前
註
６
報
告
書
。
調
査
中
で
あ
る
が
沼
津
市
興
国
寺
城
天
守
台
前
面
石
垣
で
も
前
面
盛
土
が

存
在
す
る
。

18 

「
根
切
」
に
つ
い
て
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
、「
壁
ま
た
は
柱
を
建
築
す
る
と
き
、
地
面
に
穴
を
掘
る
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
掘
っ
た
穴
。
角
掘
り
、
総
掘
り
、
丁
掘
り
、
布
掘
り
、
壺
掘
り
な
ど
の
別
が
あ
る
」
と
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す
る
。『
日
本
建
築
辞
彙
』
も
ほ
ぼ
同
文
で
、
英Trench

と
あ
る
。『
図
説
建
築
用
語
辞
典
』
で
は
、
建

物
の
基
礎
や
地
下
室
を
作
る
た
め
所
定
の
形
に
地
盤
を
掘
削
す
る
こ
と
、
と
し
て
総
掘
り
、
布
掘
り
、
つ

ぼ
掘
り
を
図
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
地
形
・
基
礎
工
事
に
伴
う
も
の
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。『
建
築

土
木
５
万
語
中
辞
典
』
で
はcutting,excavation, pit excavation, trench

と
し
て
い
て
、
英
語
に

な
る
と
掘
削
工
事
全
般
を
含
む
。
宝
暦
段
階
は
胴
木
を
再
利
用
し
た
石
垣
積
み
直
し
だ
か
ら
、
改
め
て
の

基
礎
工
事
は
行
わ
な
か
っ
た
。
基
礎
へ
の
切
り
込
み
を
行
わ
な
い
盛
土
の
（
再
）
掘
削
はrecutting

で
、

そ
れ
を
根
切
りroot cutting

と
い
う
の
は
拡
大
概
念
で
は
な
い
か
。
根
石
の
強
度
・
安
定
度
に
は
関
係

が
な
い
と
考
え
る
。
切
る
場
所
に
二
度
手
間
で
盛
土
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
、
と
も
考
え
る
。
小
天
守

で
も
御
殿
側
の
盛
土
にcutting

が
あ
る
が
、
工
事
は
小
天
守
石
垣
築
造
後
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
日
本
国

語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
ね
き
り
」（
根
切
虫
な
ど
）
と
「
ね
ぎ
り
」
は
別
の
言
葉
で
、建
築
用
語
は
「
ね

ぎ
り
」
で
あ
る
。

19  

Ｃ
地
区
は
、
北
壁
二
面
、
東
壁
二
面
ほ
か
の
断
面
図
、
土
層
注
記
を
欠
く
。

20  

御
深
井
丸
堀
、
西
之
丸
堀
で
は
、
も
し
刻
字
が
あ
っ
た
と
し
て
も
水
中
に
な
る
の
で
、
検
出
は
当
面
不
可

能
で
あ
る
。
巾
下
門
に
は
九
十
度
回
転
し
て
、
縦
に
な
っ
た
「
二
」
の
字
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
横
向
き

の
変
形
序
数
石
で
あ
る
。
そ
の
横
に
も
「
二
」
字
が
あ
る
。

21  

大
坂
城
で
は
水
堀
で
あ
っ
て
も
序
数
刻
字
石
が
あ
る
。
た
だ
し
埋
土
に
と
も
な
う
根
石
の
所
在
を
示
す
も

の
で
は
な
く
、
丁
場
境
の
番
号
と
推
測
さ
れ
る
。
築
城
史
研
究
会
『
大
坂
城　

石
垣
調
査
報
告
書
（
二
）』

（
二
〇
〇
六
）
に
は
左
側
は
九
曜
紋
が
連
続
し
（
細
川
家
丁
場
）、右
側
に
は
「
木
に
丸
」
紋
が
連
続
し
（
日

出
木
下
家
丁
場
）、
そ
こ
に
下
か
ら
十
九
に
始
ま
り
、
三
十
三
ま
で
お
よ
び
十
間
か
ら
十
五
間
ま
で
の
数

字
が
刻
さ
れ
た
石
垣
列
が
報
告
さ
れ
て
い
て
、
壮
観
で
あ
る
。
名
古
屋
城
の
細
川
丁
場
、
鍋
島
丁
場
の
境

に
似
る
が
（
一
章
）、
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
ほ
か
西
外
堀
で
は
七
目
（
七
ツ
目
）、
九
目
、
拾
目
、
十
七
目
、

九
〜
十
九
、二
十
一
〜
二
十
四
な
ど
、北
外
堀
で
は
五
・
七
〜
十
一
・
十
七
な
ど
、内
堀
で
は
九
〜
十
二
な
ど
、

多
く
の
数
字
石
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
村
川
行
弘
『
大
坂
城
の
謎
』
二
〇
〇
二
）。
名
古
屋
城
の
序
数
刻

字
と
は
趣
旨
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

22  

国
土
交
通
省　

信
濃
川
下
流
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.hrr.m

lit.go.jp/shinage/kyougikai/archives/04_ikim
ono/ikim

ono_43201.

htm
l

23  

碑
文
は
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
二
ヶ
所
に
あ
る
が
、
ボ
ル
ポ
ト
時
代
ク
メ
ー
ル
ル
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
墨
や

ペ
ン
キ
を
上
塗
り
さ
れ
て
現
状
で
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
下
記
清
水
報
告
に
よ
れ
ば
、
同
じ
寛
永
九
年
墨

書
が
二
つ
あ
っ
て
、
一
例
に
は
残
画
か
ら
「
正
」
月
、
ま
た
「
尾
国
住
人
」
と
あ
る
と
い
う
。
森
本
墨
書

と
共
通
性
が
あ
る
。「
尾
国
」
の
用
例
は
あ
ま
り
な
い
が
、『
駿
国
雑
志
』（
天
保
十
四
年
・
一
八
四
三
）

と
い
う
例
は
あ
る
。
尾
張
と
寛
永
九
年
正
月
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
訪
問
は
関
係
が
深
い
の
で
あ
ろ
う
。

黒
板
勝
美
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
石
柱
記
文
に
つ
い
て
」『
史
学
雑
誌
』
四
一
編
八
・
昭
和
五
年
・
巻

頭
写
真

清
水
潤
三
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
石
柱
に
の
こ
る
日
本
人
墨
書
の
調
査
」（
松
本
信
弘
編
『
イ
ン
ド
シ

ナ
研
究
―
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
報
告
（
一
）』
一
九
六
五

早
川
義
郎
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
日
本
人
墨
書
に
つ
い
て
」『
法
曹
』
七
一
一
〜
七
一
二

中
尾
芳
治
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
に
墨
書
を
残
し
た
森
本
右
近
太
夫
一
房
の
父
・
森
本
義
太
夫
の
墓
を
め

ぐ
っ
て
」『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集
』
６
〜
７

http://w
w

w
.kyotofu-m

aibun.or.jp/data/kankou/kankou-pdf/ronsyuu6/35nakao.pdf

http://w
w

w
.kyotofu-m

aibun.or.jp/data/kankou/kankou-pdf/ronsyuu7/8nakao.pdf
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注
記
・
本
稿
の
文
責
は
、「
一
章
」
は
木
村
、「
は
じ
め
に
」、
と
「
二
章
」
は
服
部

に
あ
る
。
要
旨
も
服
部
が
執
筆
し
た
。
服
部
の
見
解
は
二
〇
二
一
年
一
月
十
二
日
セ

ン
タ
ー
内
・
学
芸
報
告
会
で
発
表
し
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
二
章
は
石

垣
部
会
指
導
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
名
古
屋
市
の
二
〇
一
八
・
一
九
年
当
時
の
公
式

見
解
（『
特
別
史
跡
名
古
屋
城
跡　

天
守
台
周
辺
発
掘
調
査
報
告
書
』）
と
は
、
慶
長

盛
土
・
地
山
の
理
解
ほ
か
、
文
献
記
述
を
ふ
ま
え
て
の
見
解
な
ど
、
大
き
な
ち
が
い

が
あ
る
。
本
紀
要
二
章
は
あ
く
ま
で
服
部
個
人
の
見
解
で
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り

す
る
。
現
在
も
本
丸
内
堀
発
掘
調
査
は
進
行
中
で
、
新
知
見
が
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
、
歴
史
の
実
像
に
近
づ
く
と
信
じ
る
。

　

ま
た
成
稿
の
過
程
で
セ
ン
タ
ー
職
員
各
位
、
ま
た
竹
中
工
務
店
・
片
庭
修
氏
、
豊

島
憲
一
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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